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八戸地域漁業復興プロジェクト漁業復興計画書 （変更）

（遠洋底曳き網漁業）

地域漁業復興
八戸地域漁業復興プロジェクト

プロジェクト名称

名称 八戸漁業指導協会
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プロジェク 卜運営者
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24年4月

計画策定年月 (26年7月 計画期間 平成25～27年度
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1 目的

青森県・八戸地域（参考資料P2）の漁業は、基幹産業のーっとして発展してきたが、近
年は、資源の減少、漁価の低迷、燃油高騰などの厳しい状況におかれてきていることから、

地域産業の柱として維持していくための立て直しを迫られている。

建て直しの一環として、 3カ所に分散している魚市場を集約し、魚市場の衛生面の高度化
を推進するとともに、漁船漁業の構造改革プロジェクトの支援事業を積極的に利用するこ

とで、水産業の活性化を目指してきた。

その対策途上である中で、昨年3月11日に発生した東日本大震災によって、八戸港は漁船

をはじめ、水産関連施設が甚大な被害を受けた（参考資料PU－辺）。

当該地域における遠洋底曳き網漁業は、八戸港に一隻が復籍していたが、その一隻であ

る第5天州丸（291トン、天州水産所属、参考資料Pl2）が係船中で、大津波によって流出し
行方不明となった。

八戸では、震災対策として、まずは八戸港の生産 ・流通 ・加工の全ての分野に共通する

漁港 ・魚市場施設の復旧を最優先で推し進めて来た。各分野では、漁船漁業の復興をはじ

め加工 ・流通の復興を図り、八戸水産業の回復・維持に向けた対策を進めていかなければ

ならない。

被災した遠洋底曳き網漁業も、公海の底魚資源を利用できる唯一の漁法であり、当地に

大きな経済効果をもたらしてきたととから、これを復興させて水産業のみならず、関連産

業を含めた再生と、底魚食文化の維持・継承をしていかなければならない。従って、代船

を建造し、公海における既存漁場を利用し維持するとともに、新たな公海漁場を開拓して

漁業経営の安定に資する取り組みを行うものである。

その代船建造にあたっては、現下の我が国遠洋漁業の厳しい実情を踏まえつつ、公海を

含む今後利用可能な漁場に対応した漁船規模などを想定し、遠洋底曳き網漁業の今後進む

べき方向を示した上で建造しなければならない。

（変更理由）

平成25年5月に採択、承認を受けた八戸地・戚漁業箇興フロジェクト（遠洋底曳き網撒業〉
漁業復興計画は、既存漁場の天皇海山水域を主漁場としてクサカリツポダイを主漁施対象

とした操業に、新たに南西インド洋公海水域（参考資料PZl-22）を組み合わせた操業によ

る復興を目指すものであった。

しかし、既存漁場の天皇指山水域のクサカリツポダイ資源の状況が悪く、治灘される魚種

組成が著しく変わってきていると報告されていることから、持続的かつ安定的経営を目指

すために、南西インド洋公海水織を主漁場として位置づ竹、天皇海Ill水域については、資

糠状況に合わせた機動的に組み合わせて操業することにより、遠洋民曳き網漁業の安定化

を図り、併せて、 遠洋底曳き網漁船由来漁獲物の市場を開拓する。

これらの取り組みを通じ、八戸地域の震災からの復興と水産業の振興及びその安定化を

図ると同時に、遠洋底曳き網漁船の漁業経営の安定化と収支改善を行うものである。



2地域の概要

(1）八戸地域の概要

八戸市は、太平洋を臨む青森県南東部に

位置し、北はおいらせ町及び五戸町、西は

南部町、南は階上町及び岩手県軽米町に接

している。 歴史的には、諸政時代から「鮫

浦みなと」の名で知られ、漁港として、ま

た、江戸方面との交易拠点、三陸沿岸の避

難港として栄えてきた。

臨海部には大規模な工業港、漁港、商業

港が整備されており、背後に工業地帯が形

成され、優れた漁港施設や背後施設を有す

る、全国屈指の水産都市であり、北東北唯

一の工業都市として、地域の拠点、となって

いる。

太平洋

医掴

八戸の魚市場は、昭和3年に町営市場として開設以来、幾多の試練を乗り越え、漁港施設
の整備 ・拡大、関連施設の建設によって発展してきた。戦後、昭和35年には特定第3種漁
港に指定され、魚市場や背後施設などの基盤整備がより一層進められ、昭和41年から43年

にかけての3年連続を含む、 6回の水揚げ日本ーを記録するなど、 日本有数の漁港として発

展した。

最も水揚げが多かった昭和63年には、81万9千トンを記録したが、水産資源の悪化によ
る漁獲量の減少や間際的な規制の強化で水揚げが減少する一方、輸入水産物の増大や魚価

の低迷、燃油の高騰など、 全国各地の水産地域と同様に、漁業経営の環境は厳しい状況が

続き、漁船の減少、残存船の老朽化が進行している状況にある。

八戸港の水揚げ高は減少傾向にあるが、平成22年の水揚げ高はなおも、数量が119,470ト

ンで全国第6位、 金額が234億548万円で全圏第7位と、 全国でも上位の水揚げ高を維持して
おり、当港は、東北地方の重要港の位置を占めており、被災した東北地方の核となる漁港

である。

・主要魚種別水揚げ数量の推移
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水揚げの減少にともない、魚市場運営の非効率性や施設の老朽化が問題となってきた。

また、消賀’者ニーズが多様化する中、食の安全 ・安心の確保が強く求められるようになっ
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てきており、産地市場における品質管理の改革が急務となってきた。

水産業を取り巻く環境が厳しさを増す中で、東日本大震災による生産・加工・流通など
水産業に対する津波被害はさらに環境悪化に拍車をかけた。漁船漁業の復興や水揚げから
流通に至る魚市場機能の抜本的な再構築が課題となっている。（参考資料PI～.lQ)

八戸の水産加工業は、地元に水揚げする水産物に原材料の多くを依存している。被災潟、
船は、平成16年から八戸に水揚げを開始し、年間l隻あたり600トンから2,000トンの底魚
（自身魚）水産原料を圏内に供給し、 Jii下に大きな経済効呆をもたらしてきた。

八戸市では、平成18年に八戸漁港検討会議を設置し、行政と水産関係者が一体となって、
当市の水産業の総合的な振興を図るため検討を行ってきた。震災の復旧・復興対策として
市全体の復興計画検討会議で10か年計画を策定するとともに、水産業においては、「はちの
へ水産復興会議Jを立ち上げて対策しているところである。

このように八戸は、漁業、魚市場、水産加工業のみならず、これに関連する資機材の製
造、運輸、冷蔵倉庫、漁網、造船、機械、電機などの裾野の広い関連産業を擁し、文字通

り漁業を基幹産業として発展してきた地域であり、その中でも安定した水揚げをしてきた
遠洋底曳き網漁船の流失は、漁業のみならず、水産加工業、関連産業にも大きな影響を及
ぼしている。同漁船の復旧は、当該地域の課題である。
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(2）遠洋底曳き網漁業の概要

漁業の最盛期、遠洋底曳き網漁船は、世界各地の漁場に展開し、日本全国に多くの水産
物を供給する主力漁業で、あった。しかし、排他的経済水域（200海里）が世界各国に設定さ

れると、日本船が操業できる漁場はことごとく失われた。遠洋底曳き網漁船は多くの漁場

から撤退し、現在は7隻にまで減少した。

現在の遠洋底曳き網漁船が操業できる海域は、天皇海山水域、 NAFO水域、南西インド洋
水域、 CCAMLR水域、ニュージーランド水域などに限られている。

このうち、八戸に水揚げする遠洋底曳き網漁船の主要漁場となっているのは、天皇海山

水域（北凶太平洋海域、参考資料Pl生－1.Q.）である。

天皇海山水域では、キンメダイ、クサカリツボダイ、マトウダイ等が漁獲されているが、

近年、資源状況等から水揚げ高は減少傾向にある。

さらに、国連で、公海における深海漁業の規制が求められ、天皇海山にも地域漁業管理機

関による資源管理が行われることとなった。地域漁業管理機関の設立にともない国内の遠

洋底曳き網漁船は、①11～12月の禁漁②漁獲努力量の2割削減③オブザーバー乗船④一部水

域の閉鎖等の厳しい措置を受け入れた（参考資料Pl~ll) 。

特に措置のうち②漁獲努力量の2割削減は、過去10年の平均値であり、直近の努力量措置
と比べると4割もの削減率となることから、天皇海山水域の操業だけに頼ることなく、これ

に代わって安定して操業できる盟主主漁場盟塗が求められている。

このため、水産総合研究センター開発調査センターは、代替漁場として確立できる可能

性のある南西イ ンド洋で、 平成21、22年度に海洋水産資源開発調査（企業化の可能性の調

査）を行い、企業化が可能であるとの結果を得た。現在、会員漁船l隻が年間1-2航海の操

業を実施している。

遠洋底曳き網漁船の操業は、世界各地での公海漁場での操業を通じて国の操業権益を維

持、国民に良質なタンパク質を供給し、乗組員の職場を提供するとともに、世界で主要な

M笠的漁法である トロール漁業という生産技術を国内で継承している。

以上のように同漁船の復旧は、当該漁業だけでなく地域を含む社会的、経済的な課題で
もある。

（参考資料Pl-9_)
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3計画内容

(1)参加者等名簿

I.地 、 司毎時』プロジェタト1語号単ム惜成員名簿
協議会

氏名 所属機関名 所属機関役職
役織名

会長

会長職務代理者 武輪俊彦八戸水産加工業協同組合連合会 副会長

室長職務代理者 河村桂吉青森県遠洋沖合漁業振興協議会 実行委員長

委員 a- 田 由孝青森県農林水産部水産局水産振興課 課 長

委員 磯嶋美徳八戸市農林水産部水産事務所 所 長

委員 神子沢一夫側八戸魚市場 常務取締役

委員 河村喜久雄 八戸みなと漁業協同組合 専務理事

委員 野 田 夫 八戸魚市場仲買人協同組合連合会 理 事
0 

委員 町 回 健司 八戸魚市場仲買人協同組合連合会 理 事

委員 Ill 村雅敏八戸水産加工業協同組合連合会 専務理事

委員 エ 藤 豊 側東京商会 代表取締役

委員 清水正一八戸造船事業協間組合 組合長

委員 佐藤 由信青森県漁船保険組合 専務理事

委員 谷地源士郎 青森県遠洋沖合漁業振興協議会 実行委員

委員 ヰ亘 島全良青森県遠洋沖合漁業振興協議会 実行委員

委員 柳 f尺 勉 八戸機船漁業協同組合 常務理事

委員 安 回 充昭青森県旋網漁業協同組合 会計主任

委員 鈴 木 敏 全日本海員組合八戸支部 支部長
0 
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2.部会委員名簿
(l）生産盗連盟主主支援部会

部会役職名 氏名 所属機関名 所属機関役職

部会長 武輪俊彦 八戸水産加工業協同組合連合会 副会長

委員 τ.！＇［ 田 由孝青森県農林水産部水産局水産振興課 課 長

委員 磯嶋美徳八戸市農林水産部水産事務所 所 長

委員 河村桂吉青森県遠洋沖合漁業振興協議会 実行委員長

委員 谷地；原士郎 青森県遠洋沖合漁業振興協議会 実行委員

委員 福島全良青森県遠洋沖合漁業振興協議会 実行委員

委員 神子沢一夫側八戸魚市場 常務取締役

委員 河村喜久雄 八戸みなと漁業協同組合 専務理事

委員 里子 田 夫 八戸魚市場仲買人協同組合連合会 i 理 事

委員 lllT 回 健司 八戸魚市場仲買人協同組合連合会 理 事
c 

委員 Jll 村雅敏八戸水産加工業協同組合連合会 専務理事

委員 4卵 沢 勉 八戸機船漁業協同組合 常務理事

委員 安 回 充昭青森県旋網漁業協同組合 会計主任

(2）漁G合理仕 掛l会
部会役職名 氏名 所属機関名 所属機関役職

部会長 河村桂吉青森県遠洋沖合漁業振興協議会 実行委員長

委員 吉 回 曲孝青森県農林水産部水産局水産振興課 課 長

委員 磯嶋美徳八戸市農林水産部水産事務所 所 長

委員 エ 藤 豊 側東京商会 代表取締役

委員 清水 正一八戸造船事業協同組合 組合長 c 
委員 佐藤 由信青森県漁船保険組合 専務理事

委員 谷地；原士郎 青森県遠洋沖合漁業振興協議会 実行委員

委員 福島 全 良青森県遠洋沖合漁業振興協議会 実行委員

委員 河村喜久雄八戸みなと漁業協同組合 専務理事

委員 柳 沢 勉 八戸機船漁業協同組合 常務理事

委員 安 回 充昭青森県旋網漁業協同組合 会計主任

委員 鈴 木 敏 全日本海員組合八戸支部 支部長

事務局

役職名 氏名 所属機関名 所属機関役職

事務局長 石川 大蔵八戸漁業指導協会 事務局長

事務局 庭野星佳八戸漁業指導協会 課長代理
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(2）復興のコンセプト

＜生産に関する事項＞

被災漁船を含む遠洋底曳き網漁業の主漁場は天皇海山であるが、資源状況の悪化や資源管

理の強化などにより、将来、この水域のみの操業に依存して安定経営していくことは難し

い状況にある。

遠洋底曳き網漁業が安定して操業していくためには、 主j負鑓対象魚種の漁麹変動が極めて

本主主既存水域を組み合わせて操業することにより、開発調査センターにより、企業的操

業が可能であることが示された南西イ ンド洋公海水域を主漁場として開発し、 持続的に利

用可能な漁場確保を目指す。

このため、具体的な取組みとして次のことを行う

①圏内初の欧州型トロール漁船の導入

②クサカリツポダイの不漁により天皇海山水域の魚種組成が大きく変わったことから、南

直イン ド洋の新漁場を主漁場とする。また、漁樽様に即して機動的に天皇海山で燥業する回

③船体の大型化による船舶と乗組員の安全確保、居住性の向上、労働環境の改善

④国内初のコルトノズルの装備による曳網時省エネの実現

⑤欧州式トロールの装備を最大限に活かし、全層トロール操業を実施

⑥E U衛生認証の取得可能な欧州式加工場の設置により漁獲物の衛生高度化推進

＜流通 ・加工に関する事項＞

被災漁船は八戸に平成16年から底魚冷凍魚の水揚げを開始し、年間l隻あたり600トンから

2,000トンの水産原料を圏内に供給してきた。

水産業を基幹産業とする八戸地域の復興に資するため、計画船は、漁獲物を全量、八戸港

に水揚げする。さらに地域を挙げて実施している魚市場の高度衛生管理にも対応し、製品

の高品質化、ブランド化などにも取り組む。

このため、具体的な取組として次のことを行う。

①八戸港への漁獲物全量水揚げ

②船上自動選別機 ・スラリーアイスの使用による製品の高鮮度 ・高品質化

③京lj身グレード商材等高品質船凍品の製造と販路の開拓・拡大
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(3）復興の取組内容

α3 

大事項 中事項 現状と課題
取車E

取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠
記号

安定した漁業経営及び地域の復興の

新漁船導入に関する事項 ため、被災した漁船の代船取得が君、 A 欧州型トロール漁船の導入 次世代漁業の確立 （参考資料P18-19)
手去となっている

天皇海山漁場の周年操業が厳しい状
南西インド洋公海水域を主漁 持続可能な資源の利用と

新漁場利用に関する事項 況から安定的な漁場の確保が必要と 8 
場とした操業への転換 安定的な操業の実現

（参考資料P20-28)
なっている

南西インド洋公海水域では中層操業 c 南西インド洋公海水域で使用 中層魚種の漁獲 （参考資料P29)
が求められている する中層漁具導入

漁労技術に関する事項
電動ウインチの採用

欧州式設備で漁場を効率的に利用す
D オートトローlレ装置の採用 漁場利用の効率化 （参考資料P30-31)

ることが必要になっている
トロールセンサーの採用

生産に関

する事項 燃油高騰に伴い、燃油コストが増大し 推進効率を上げるコルトノズル 曳網時における効果が （参考資料P32-33)
省エネに関する事項

ているため燃油消費量の削減が必要
E 
の採用 23%燃油削減

選別処理に手聞がかかり、作業工程
F 高精度選別機の導入

人力による選別作業の省
（参考資料P34)

の短縮が必要 力化

省力化に関する事項
脱パン作業に時間がかかるので改善

G カートン凍結の採用
脱パン作業が不必要とな

（参考資料P35-36)
が必要 り、労力改善

居住区を広くすることによ

乗組員の居住環境の改善が求められ
H 
!LO基準に準じ、快適な居住区 り、乗組員のストレス軽

（参考資料P37-39)
ている を確保 減、労働意欲の向上が図

労働環境に関する事項 れる

加工場一人当たりのスペースが狭い 加工場スペースの拡大 作業性の改善 （参考資料P40-41)

（
い （ 



ケ） ぞ）

網揚げ後加工開始までの鮮度の低下 J・ スラリーアイス等を利用した魚
が懸念される 溜めでの魚体急速冷却

（参考資料P42)

高付加価値化に関する事項
両精度選別機（マリンスケール

高品質製品の製造

加工方法・冷凍方法を最適化・迅速化 付き）の導入
（魚価向上は実績によっ

生産に関
し、市場に求められる高鮮度・高品質 K -40度魚、倉の設置

て市場評価を受ける） （参考資料P34-39)

な製品を製造する必要がある 刺身グレード製品の製造
（参考資料P43-44)

する事項 カ トン凍結の採用

消費者の食の安全・安心への関ii）の L 
EU基準を取得可能な加工設備 EU衛生基準の取得が可

（参考資料P4041) 

衛生管理に関する事項
高まりに対応し、より魚価の高いEU等

の採用 能な加工場の設置

外国市場にも販売できるように高い衛

生基準で加工する必要がある M 燃油槽兼魚倉の廃止
EU衛生基準の取得が可

（参考資料P37-39)
能な魚倉の設置

市場規模の拡大に関する事項
資源状況の悪化や震災に伴い、八戸

N. 漁獲物の八戸への金量水揚げ
港への水産物搬入が減少している

年間2,058トンの水揚げ （参考資料P22-28)

ω 

流通・加 遠洋底曳き網漁船の長期的な経蛍安
品精度選別機（マリンスケル

EU衛生基準の取得が可

エに関す 定を目指し、国内外市場で要求される 。付き）を導入し、国肉外市場で 能な加工場の設置（再 （参考資料P34)
る事項 製品を製造する必要がある

要求される精度の高い定貫製
掲）

（参考資料P40-41)

品を製造
高付加価値化に関する事項 地元水産加工業者、外食産業

当該船の高鮮度・高品質な製品作り などへの売り込みとブランド化
当該船の漁獲物のフラン

の取り組みを広〈伝え、漁獲物のブラ p の検討
（参考資料P35-36)

ンド化を図る必要がある カートン等包装への船名、スラ
ド化 （参考資料P43-44)

リ アイス使用などの明記



(4）復興の取組み内容と支援措置の活用との関係

①がんばる漁業復興支援事業

．取組記号 A-P

－事業実施者：社団法人 日本トロール底魚協会

．契約漁業者：開洋漁業株式会社

－契約漁船 ：未定丸（総トン数605トン）
（当該船舶は青森県八戸地区を拠点とする船舶であり、

1. 目的にある震災等による影響を受ける船舶であって、
地域の復興上、重要なものである。）

・実施年度 ：平成25年度～平成27年度

②その他の関連する支援措置、変更

耳E組 支制度援；横資山金置名 復興の取組内容との関係 事業実施 実施年度
記号 者

A 
供同利用漁船等 漁協が被災漁船の代替船として 八戸機船 平成23年度
復旧支援対策事業） 建造する当該船を被災者がリー 漁業協同

M 
スして操業を行う 組合

日本政策金融公庫資金 性土）日本トロール底魚協会が取り 八戸機船 平成24年度
A 農林漁業施設資金） 組むがんばる漁業復興支援事業 漁業協同

の実施のための船舶建造に係わ 組合
p る資金の借り受け

八戸漁港水産物流通機能 HACCP対応魚市場、魚市場機能 八戸市 平成19年度
高度化対策事業 集約並びに衛生高度化 ～24年度

広域漁港整備事業 耐震岸壁、道路、防風防署施設、 青森県 平成20年度
津波避難施設 ～24年度

10 
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(5）取組みのスケジュール

① 漁業復興計画工程表

取組記号 平成24年4月 平成25年4月 平成田年4月 平成27年4月

A～P ．．．．．． ．．．．，． ， 

②復興の取り組みによる波及効果

仁 八戸を基地とする新たな遠洋底曳き網漁業像を見据えた欧州型底曳き網漁船を導入し、
天皇海山および、南西インド洋公海水域内で操業して、八戸港にキンメダイ、クサカリツボ

ダイ、ブルーノーズ等の魚種を搬入するととで、以下の波及効果があると考えられる。

c 

－公海資源の安定的な利用が可能となり、経営の継続によって、次世代の後継者の育成が
できる。

－八戸地域おける新たな水産物加工原料の確保によって水産業復興の一助となる。

－八戸地域における衛生の高度化・高品質化を通じた地元発の水産物フゃランドの立ち上げ

と八戸産水産物のイメージアップに繋がる。

11 



4 漁業経営の展望

＜経費等の考え方＞

平成23年の震災により、計画に係る地域の漁船が被災した上、魚市場並びに関連施設が

損壊し円滑な水揚げに支障を来たしてきた。このため、水産物の安定供給を目指し、震災

復興に向けた八戸地域一丸となった取組を進める必要がある。

震災前は、比較的近隣の漁場や天皇海山で操業してきた。しかし、同漁場は資源管理の

一環として漁獲努力量が削減されるなどにより、将来に繋がる持続可能な操業が難しくな

っている状況にある。

このため経営安定を同指すには、現漁場の利用とともに、資源の豊富な代替漁場の確保

に迫られている。代替漁場の選択にあたっては世界各国の経済水域200海里内の入漁は大変
厳しい環境にあることから、公海の魚資源金控盆血利用が最も望主ι丘、海洋開発センタ
ーの資源調査による漁獲データを基に南西インド洋での安定した漁場としての開発を図

る。

復興計画2年目からはこのような状況から、南西インド洋を主漁場とした操業比率に変 ぐ
更する。ただし、経営の安定を図るため天皇梅山の資源状況を勘案した操業比率の調整を

行うこととする。

本計画にあたっては、遠洋底曳き網漁業の将来像を踏まえ、 「復旧」と 「復興jを一体の

ものとして推進する。公海漁場の利用にあたっては、国際競争力を備えた操業を踏まえ、

最新鋭の欧州式技術を取り入れた遠洋底曳網漁船の建造を念頭に、公海水産資源管理の枠
組みを受け入れながら、安定した経営を図るものである。

また、船舶の安全性の確保と労働環’境の向上をほかり、長期の海上労働た対応した快適

な居住空間を確保し、若者が夢と希望を持てる船上生活に配慮する。

さらに、持続可能な資源利用をはかるため、省エネエンジン、 CPPプロペラ、コルトノズ

ル等の採用で省エネ化等のコスト削減を図る一方、遠｜塙地の公海域等漁場でも操業可能な

燃油槽とする。加工設備等は消費者の食の安全 ・安心への要求の高まりに対応する内容と

し、高品質な船上加工品の製造を目指し、 EU等の高レベルな衛生認証取得も可能とする設
備とする。

これらの要件を満たすために船型は大型化となるが、漁獲能力の基準となる魚胎容積等
は被災船と変わらないことを大前提とする。

以上の取組により、船型の大型化となっても乗組員数や燃油使用量等は従来船型と同規

模としており、 トータルコストは縮減されることになるため、本漁業は低コスト・高生産

型の経営体質に移行するとともに、収議が改善され、 持続可能な漁業となる。

さらに、本言｜－画が実証事業において一層強化・促進されることにより、相乗効果が期待

でき、震災からの阜期復興に資するだけでなく、中長期に渡る経営安定化にも資するもの

である。
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＜遠洋底曳き網漁業＞
(1）収益性改善の目標

計画変更後 天皇海山1航海、南西インド洋4航海に変更
（収入） ｜ 1単位：水揚量はk、その
’守 ’ F

震災前の状況 復興1年目 復興2年目 復興3年目復興4年目復興5年目
水揚数量（kg) 1.271.873 1,780β00 2.058.400 2.058.400 2.058.400 2.058.400 
水揚金 591.822 742.700 760.352 760.352 760.352 760.352 

（支出）
燃油代 158.172 221.245 225.371 232.132 239,096 246.269 
燃油量（kl) 2.793 2.977 2.928 2.928 2.928 2.928 
箱代 294 16,896 19.829 19.829 19.829 19.829 
漁具費 29.988 32.028 32.028 32.028 32.028 32.028 
人件費 171,696 175,569 175.569 175.569 175.569 175.569 
修理費 48.510 15.000 18.000 28 000 20.000 38.000 

販売費 30 870 36.681 36 681 36.681 36 681 36.681 
漁船保険料 6.174 21,262 18.246 14 921 15.327 14.963 
その他漁携経質 20.532 20.170 20.170 20.170 20.170 20.170 
コンテナ料 9.563 55.200 55.200 55目200 55.200 
一般管理費 32,673 43 754 38.597 38,237 37.877 37.517 

経費合計 498,909 592.168 639.691 652.767 651.777 676.226 

償却前利益 92.913 150.532 120.661 107.585 108.575 E生ill..J

2.002.720 
756.822 

よ主笠
19.242 
32.028 
175.569 

2主主QO
36.681 

642.520 

114.296 

※新船において被災船と同等の操業をした場合、燃油消費量は約2545klになると想定され

る。これは被災船より257klの省エネであることを示している。（参考資料35ページ）

J告の見通し

償却前利益｜ ｜次世代船建造までの年数
l × 1 

114百万円｜ I 21年 ＞ 

：※償却前利益は復興後五年間の平均値

収入及び経費の算出根拠
一航海あたり漁獲量・金額

天皇海山 一一 逸盤量三豊漁年を除く2年平均から航海計画に従って積算。

船価
30億円

一一 単価＝直置の水掛げ委縮、魚稲組成．単価から計算。（益虫円／kg)

南西インド洋 漁礎畳＝開発調査センター調査実績から想定。

一一単価三開発調査センター調査実績から想定。（380円／kg)

燃油消費量

操業にあわせ換算。コルトノズルによる削減効果（23%）を想定して計算。

燃油単価

国内・国外1月31日現在の調査価格、 2年目以降毎年3犯の単価上昇を見込み、計算。

その他の経費

箱代 箱詰ダンボールを水揚数量により換算。

漁具費 実績値より換算。（漁網、消耗品）

人件費 船員給料は労働協約から計算。賄費、船員保険料、福利厚生費は実績から

換算。

修繕費 新船をドックする場合の見込領。

販売費 実績値から換算。（市場手数料、荷役、保管料）

漁船保険新船にあわせて換算。

コンテナ単価 開発調査センター調査実績値等から換算。

一般管理費 当該社の実績から換算。（新船の借入利息等）

その他漁携経費 実績値から換算。（組合費、雑賀）

（漁業経営の展望の詳細に関しては参考資料P2~～Pfil参照）
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＜（ツポダイ回復期）計画変更後、天皇海山でツボダイの回復期となり、

天皇海山2航海、南西インド洋3航海をする場金二三
（収入） 単位：水揚量はkその他は千円

一一 ， ー

震災前の状況 復興1年目 復興2年目 復興3年目 復興4年目 復興5年目
水織数鑑（kg) 1.271.873 1.780.000 1 816.800 I.Bl 6.800 1.816.800 1.B 16.800 
水揚金 591.822 742.700 790.848 790.848 790,848 790.848 

（支出）
燃j自代 158 172 221.245 225.793 233.597 240.605 247.823 
燃illl畳（kl) 2.793 2 977 2.953 2.953 2.953 2 953 
箱代 294 16.896 17.502 17.502 17.502 17,502 
漁具費 29.988 32.028 32.028 32.028 32.028 32.028 
人件費 171 696 175,569 175.569 175.569 175.569 175.569 
修理費 48 510 15.000 18.000 28.000 20,000 38.000 
販売費 30.870 36 681 36.681 36.681 36.681 36.681 
漁船保険料 6.174 21.262 18.246 14.921 15 327 14 963 
その他逸機経費 20.532 20.170 20.170 20.170 20.170 20.170 
コンテナ料 9,563 36.800 36.800 36 800 36.800 
一般管理費 32.673 43,754 38 597 38,237 37 877 37 517 

経費合計 498.909 592,168 616.749 629.868 628.921 653.416 ' 

償却前利益 92.913 150.532 174.099 160.980 161.927 137.432 

( 2）次世代建造の見通し

償却前利益｜ ｜次世代船建造までの年数
l × l 」

157百万円｜ I 25年 ＞ 

！※償却前利益は復興後主年間の平均値

収入放乙〈糧費の算出担拠

ー航海あたり飽施鼠 ・金額

実皐j仮山 漁擁量＝豊漁年を除く211－：平均から航海計画に従って積算。

盗塁主主L
1主盟A些
781.218 

233.813 

lli8 
17 .381 
32.028 
175.569 

益基旦0
36.681 
16.944 
20.170 
31.353 
39.196 

624.224 

156.994 

船価
30億円

｛ツポダイ回1制約 ＝ツポダイ比準を90誌、その他を10%として計算。<610円／kri:)
南西インド洋 漁~Uil ＝閣発調査セ ンター調作実組から想定．

主鑑一＝開発調査センター調査実績から想定。（!t8⑪円／tt)

盤量出世盤塁
操業にあわせ換算。コル トノズルによる削減効果 （23%）を煙定して計算。

盤油単雌
間的 ・国外i月31日現在的調査価格、 2匂三日以降！4lii1:3鬼の単価上昇を見込み、 計算。
その他の経費

箱代 箱詰ダンボールを7k揚数畳により換算。
漁：具費 実績値より換算。｛俄網．消耗品）

人件費 鉛自給料は労働協約から計算。附費、船員保険料、 福利厚生後は実縮から

盤皇旦
修繕費 新船をド ックする場合の見i入額．
臨売費 者錨鮪から爆算。｛市喝手数料、 荷役‘保管料）

泊船保険 新飴じあわせて換算．

コンテナ単価 開発調査セユター調査実績値等から換算a

般管用費 当設計の実績から換算，（新船の借入利息等）

その他漁階緯費 実績植から換算。（組合費ι盤萱L

L盤l業経営の展望の詳細に関しては参考資料:r23～P31参照｝

14 

（ 

〈：



． 

（参考）漁業復興計画の作成に係る地域プロジェク ト活動状況

実施時期 協議会 ・部会 活動内容 ・成果 備考

(1）新プロジェクトの制度概要について

23. 12. 12 本協議会 ( 2）協議会の組織について

( 3 ）大中型まき網漁業復興計画の検討について

24.3. 16 本協議会 (1）遠洋底曳き網漁業復興計画の検討について

( 1 ）遠洋底曳き網漁業復興計画の生産に関する

24.3. 16 漁船合理化部会 復興のコンセプト並びに取組内容について
検討の結果、これを承認

26. 7.2 本協議会
( J ）遠m底曳き網漁業復興訂画（変更）の検討
について
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八戸港の概要

（八戸魚市場）

当市の水産業の拠点である八戸港は、藩政時代から「鮫浦みなとjの名で知られ、漁

港として、また、江戸方面との交易拠点、三陸沿岸の避難港として栄えてきた。

港湾としての八戸港は、昭和に入ると商港としての整備が始まり、昭和26年には重要

港湾に指定された。 また、昭和39年の新産業都市の指定を契機に飛躍的な発展を遂げて
きた。

一方、漁港としては、昭和35年の特定第3種漁港指定を契機に、魚市場の整備や背後
施設の建設など、水産都市としての基盤整備が進められた。

昭和41年から43年にかけて3年連続して水揚げ日本ーを記録するなど、日本有数の漁

港となった。最も水揚げが多かった昭和63年には、 81万9千トンを記録した。

2 
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（ 

ι 



（資料2)

八戸港の概要
資源水準の恵、化による漁獲量の減少、輸入水産物の増大、魚価の低迷、燃油の高騰な

ど、漁業を取り巻く環境は大変厳しい状況にあり、八戸港においても、かつては大量に

水揚げされたイワシやサバが以前ほど獲れなくなったため、水揚げ高は減少傾向にある。

しかしなおも、平成22年の水揚げ高は、数量が119,470トンで全国第6位、金額が234億5
48万円で全国第7位と、全国でも上位の水揚げ高を維持しており、当港は、東北地方の

重要港であるq 一一 一
l八戸港の水揚げ高の推移（八戸市HP資料より、平成21年3Flまで）
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品川

遠洋底曳き網漁船水揚げ高 数量 金額

平成16

平成17

平成18

平成19

平成20

平成21

平成2:2

平成23

564, 163 189, 874,385 

1, 088, 675 306,296,506 

'120,536 217,637,298 

646, 598 207,302,602 

786, 292 455, 197,352 

828,038 386, 753,479 

2,002,054 825,821,678 

227, 824 131,328,219 

｛八戸魚市場調州）

（単位・キロ／円、単位以下四捨五入、平成23は在庫販売分）

（八戸での科目は大型機船底曳網漁業）
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八戸漁港における漁港整備事業の概要

【八戸漁港流通構造改革拠点漁港整備事業（青森県） J 

’‘ 
2・u
. ，‘’ 

I’＋廻の方針】
a土色E巨...の・約と造
船2・..i量破.と重傷して、
~•·:a過の鋤a匹化.al量買・
’l！£•理の·~1ヒを回るζ
とにより‘.婚の園陣童書争
カの強化を図る．

【’t・の肉•l
••1111111 Hl9-HN 
..  ！；像情...八戸if;

・•1111&
・隊・・・(1.・I＜惨im)
· I町制限••＜48)
・清浄潟水場入’H量
(Ii!水·•飽ー送水絡E量）
·~・遣浄化鰭般
＜•ホ・汚水処理－隊出2恒li)

” 

I’E殺と’E・1
... ~・~・八戸:1:1を偏する八戸市1立、 大If ・ ii>I! ・；治鱒のいか．句、大中盤Eまき鋼、
遺2草・沖合のa~•を＆・e・－とし金国土位の水樋it•畿を鋳るが、昭事063匁の81万り
をピークに減少傾向島~－~’、 近'JI孟15万トンMttで抱移している．

• Altflll主3カ隔で対応しているが、・・の司E符4ヒも温み‘満’E舎の安全・安心ニーズへ
の対応が鑓し 〈 写ってきており、 資源紋況や社会＂＇’~－iヒに’tit しfニ~通網途＆•が
.”になっている。
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時－・；－－ - ーー、

喧、＇ it• ， ，・ ..・

lt~ lt舎四時期地
制
一
m
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八戸市復興計画 （水産部分の抜粋）

I < 1 ＞水M象の再興

I鎗織の内容】
① 八戸漁港、 魚市島降、ハサップ対応型荷さばき.lfi訟等の水産業を支える基盤の早期復旧
＠ 各種支tfjffの機進による漁業の再建
＠ 各種支銀1僚の鯵進iζよる水産加工業の再聖書
④ わが国における水産食料基地としての拠点性の強化

【結集の工程】

a II ＇・ ’I＊鋼H25 H211 H21 H2.8 純2骨

I・3健一貫】
①水産.盤の皐IHllB・.備・- ・-・ ・第1～第3魚市taの鎗2宝・E主i曾復旧

魚市古島の災省t賓IU・自在｛曾
－衛生管理高度化庖設｛ハサップ

対応型荷さばき結設・問所型前

さばき総慾’J）の篭富貴・置宣明’＇－＇
IU及t1劃傭

水源会館の災当1rru －検波により金銭した1階4号室の
錨重量・!l'備後Ill

. It.船修理E総書賞、漁業用作業保管
共同利用範震災＇＃ tt(llJのj(4j量 .霞司事に係る災轡復旧事業d、の

補助

八戸漁港館易地区防豊富獲の~
－列島内野t!l.tのための防被爆後Ill
S堅調ーからの~給用地保績のため

IU 
のE護岸triu

八戸漁港航路・泊地のtllU
・漁船の出入港の安全線保のため

の航路.r白地の支隊物鍬釜

20 

7 

• i量網

”30 

事象主体

伺・県・市

市

国・崎県

国・県

国・典主

HSI ”32 

..銅剣

1122～24 

1122～23 

H.23 

Hl3 

Hぶl～24



八戸漁港像画E篭訟の復IU

第一flllll（白鼠．深久保、
諸王室、大久岳、金浜〉の復制

＠温象の再，a
る・象4

漁書店主E録手数斜 ・担!Inf筒音量点
周斜の減免

主主間利m漁船簿記置IU~it対策
事業

治決4寄・機能等のt質ICIのため
の金酒量支漫

治t草魚員権者緊急俊健闘tw•.1慣

さけ ・ ます生＆•霞復IUの支
さ愛

コンプ豊島F直結望書l:lfUの支II

命＊I盤勉工撃のJIJI・
．象~ . 

革E甲骨安定化サボ” ト貸金のttt
充 ｛早耳帰｝

"l'tl、金i複災'WtlllJ資金の干11子
械給 t再処〉

中小企綬j災轡復旧資金保JiE供
の補助（事事縄）

I復興1水Ml加工品展不会の
開冊目（再~）

・水M－.，の検.げのための岸壁．., ..、飴.. の司(IU
・第一福挽繕の復！日による航路、

滋婚の安全般保

事象概要

. t’．紛登録手数斜 ・ ~.，港施重量t当局
事トの減免企業底

・共同病j悶による漁船建途、11:置
続再建e、の支民

－ 生産~’Eに•t量波書を受けた漁
業者の資金借入に尖門る利子及

び0・5高際部事事の助成
・漁協が漁業者を雇用し.r~＇担割匝
tJiの支，，物主主安穏を~~量

・習を失した魚止め装置坊のtllll怪

受への拘置動

－績災した個人集積3駐留のtllUI!

費への術助

.... 
・事業用安定に1≪俵被轡i:受けた
事業省会対象1::＇）足省復Ill枠｛要事

利子・探鉱料金額免除）J~創設

・間後主主省の量5・4と金けた本縁者
を対象iζf中小金量産笹常安定怜J

を倉VR
－膏袋持E径常安定化サ;If－‘ト資金
7災轡tlfUf'年JIご陥る利子の令

額繍絵

・4’d長恨経’』町安定fヒサポ』唱ト貸金
f災害復旧伶Jに係るf宵ffl！耗ii¥f.
料の金書質補給

. {l興！－テーマにした tはちのへ

水産加工品展示会Jの開骨量

2 1 

8 

回・男島 出！：）～24

国・市 ll2J 

・3民主体 事象掲関

県 出3～24

国・県2・司守 日23

国・再生 ｝包3～

同 · ~ H2J （ 
図 .w. H23 

国・韓民 出3

事象主体 司匹象鋤筒

官民 広：2~・

~・市 ぼ2～

県.ffl 隠!:2~，

に
県 • I苦・商工令.

開時・はちl内へ朱』事国
日以3～

工品..革~理常協

~ 



木重加工品のプラン ド化の卿．
・イカ・サパのプランド化のt使途

進

－経常健全化対策資金（原肩書.tia

高E宮町健全化対策資金利子嫡給
.経済変動の彫・を受けた中小

企調障者対象）の圏直債を~げた中
4・助金（再鎗｝

小企業者に対する事仔憾給 （3

年間｝

・八戸市中小金集復興条例1：：~づ
中小企業復興徳助金｛再禍） 〈中小企員権の高度化等に対する

助~

－鋼工組合中央金庫への中小企業

小，l、f駐車買領興資金（湾錫） 組合”に対寸・る融資制El'.原資
の預託

・仮量量事軍事所、仮設工富島の登4・
・中小企業等グループn・lllll

被災e，医者の復旧支自慢（再指） 霊剣補助事業 ｛グJい・プ化によ
る••m鎗電量の後日1 ・雪量鎗への
鱒助）

④＇＊ii食斜畿地としての鈍点性の強化... ・－・
－生産・流通・加工の各分野にお

＊；；復興ピジョンの鯖lt.俄 ける早期復IU僚の検肘及TJ.氷Mi.
進 費量復興に向けた長期ピジョンの

鎌定と独進

八戸地調~.1ロジιク ト （駁益
－省ごEネ、省カ化、高度な品質菅

伎のt悔い漁船漁業の111l'.l）の 理E手法の導入ーーにより．収益性

十舷進
向上が見込まれる続たな録業体

'Illへの転後促進
・カツオやサン‘マ司事の車時Tニな自骨

漁船E暗殺の娘進 鈎教による他の被災地滋の漁業

i!JI車交鑓

水／；1.tl工業における被災地主震 －他地車震の被災企業からの~II{：に
との祖車線 よる鎚ヨ園生直E
相毎外愉出1：：向けた加工窃墜 ・対闘，..出基1'11こ対応した加工場

0・・加工品開持 の整備、加工品の開発

【園・県への裏箪】

;;. 水産物海外愉出基準の見直し［国J
〉 魚市婦の鐙備に対する財政術置 ［国］

》 『共同利用漁船等復！日支t震対策事業lの鉱充［国 ・県］
》 『中小企業等復旧 ・復興支復事業jの拡充［国・県］

市・水産関係

間体・事

市

市

市

国・県 ・市 ・

中小企業益量産

~··· 

··~· 
日県・市・水~

関係同体等

国・県・市 ・

八戸漁業指導

協会・挽策協

同級会

市 ・卸売業者

民間

民間

;;. 水産加工品のプランド化の綾進に対する財政摘置［国・県］

》 対EU 愉山基準対応の加工.t.a•倫・加工品開発への財政繍億 ［国 ・県］

22 
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H23～ 

lt2Z～25 

H23～ 

H23～ 

』123

..鋼聞

H23-

11.23円・

!123【

E也3～

1124ι 



I 

漁船

漁港

市場
． 
荷rn11き所

施設

（市場・荷捌き所以外）

漁具

水産加工施設

li年Ei
ll－i成i
平1h

川町リ
東日本大震災による被災状況

青森県八戸市

I I I ' I : I 

漁船保険加入隻数
491隻.. - ー帽 』ー』ーヤ『・一、町唱民一 千

（又は招善治登録隻数）

被災漁船隻数 318隻

全漁港数 6漁港， 

被災漁港数 6漁港

全市場数 3市場

被災状況 A全浸棟水て・被、B施棟災設増及築分び設は備調破査損中等

• ·~·－ -• －，，ー7日現在i

被災状況 漁協事務所、漁具保管庫などが流出・破損

被災状況 定置網、車ljし網などが流出

加工場数 65施設

復旧に時間を要する 2 
被災状況 一部復済旧 22 

復旧 宮

R竹
町片了15し吋1111

j’iなli

。～499 
5～ JO～ 

i船マ
il漁！i
liーたii一

30～ 

i：のi
il内訳

100～ 

営陣
市抑
戸Ef

現

仙川剥m
4fno 

200～ 合計 備考ぷ子~層 船タト機動力船 9. 99 29. 99 99. 99 199 

市 J II 治、 協 。 9 。 。 。 。 。 9 

八戸みなと漁協 3 10 3 。 1 。 18 
青森県旋網漁協 。 。 。 2 。 。 3 

八戸機船漁協 。 。 。 。 。 10 l 11 

八戸鮫浦漁協 10 7 。 。 。 。 。 17 
八戸市南浜漁協 74 18 4 自 。 。 97 
言十 87 44 2 9 。 12 1 155 

10 

℃ 
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（被災状況）
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眠 時 電Zit

（被災した第5天州丸） （遠洋底曳き網漁船操業概念図）

遠洋底曳き網漁船は、水産業の最盛期に世界各地で操業を行い、国民に良質なタンパ

ク質を供給してきた「花形jでもある、主力漁船の一つであった。

しかし世界各国による200海里の設定以降、行政や各漁業者、団体などの安定操業へ
の真塾な取り組みにも関わらず、各国の政策の変化や経済的な障壁、また、公海を含む

国際的な資源管理の進展に伴って、不安定化した。

き網漁船の漁場。合弁事業含む）

遠洋底曳き網漁業が存在する公海域は現在、天皇海山水域（北西太平洋）、 NAFO水域

（北西大西洋）、 CCAMLR水域（南極海）、 SEAFO水域（南東太平洋）となっている。各国

の200海里内には、合弁企業に用船された操業に限られて存続しているに過ぎない。い
ずれの漁場も各国の政策や資源状況のため、厳しい漁業経営を強いられる状況にある。

このため、新たに安定して操業が可能で、資源も相当量が存在すると見込まれる、漁場

での操業が求められている。

12 
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天皇海山水域概要
t
v
 

＂、p

't ，~ 号、 ．‘ 

（天皇海山水域図 緑色が海山）

天皇海山水域とは、ハワイ列島の北西に展開する海山群。天皇海山での操業は200海
里設定後に遠洋底曳き網漁船の主力漁場のひとつとなった。

天皇海山での主要漁獲対象種は、キンメダイとクサカリツボダイであり、両魚種とも

自身の水産加工原料として高級品の扱いを受けている。

この漁場では、数年に一度、クサカリツボダイの大豊漁が起きることが知られており、
近年では2004年、 2010年がその年にあたり、水揚げ高はそれぞれ18,000トン、17,000ト
ンを超えた。

天皇海山水域は、全体的に資源状況が悪化しており、自主的な資源管理を実施してい

るが、この漁場を利用している遠洋底曳き網漁船は、厳しい経営を強いられている状況

にある。

13 
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天皇海山水揚げ量

、，..，＂＇＂＂ ,,,,,,, ... ,.,,,,, ... ,,,,.,,,,, ,,,,.,, .. ＇°＇~ ,o,°'°' ,o,°'°' ./' ..,.s>' .f"' .f"' .I' ..,# .!' ..,# ..,#' ..,.s>°' ... ~＜＞ f''' ~， ... ~，＂＞ 

素系 8 
馴 6

年

天皇海山操業隻数

、噴いてやいてや》》いいいいいい》ヤ》いいやヤいザ
年
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天皇海山水域の資源管理措置受け入れに関するプレスリリース
これを受けて天皇海山出漁船は操業時間規制、lト12月の休漁を実施している。

プレスUUース ／α84 
北西太ず・洋（いわゆる天皇海山海域）での資源管理措置、

脆弱な海洋4:暗系の保議措置への同意について

4上凶法人 11本トロール庇魚協会（会長 ：米深刻；男） は、このほど、日広
凶政府が r.~ヒ丙太手作における拾が同底，伯漁業がi陀弱生態系及び海洋や．物離
に ワーえる影縛評価等の報告；~；J ?:I司速に提出し公必ずるにあt.：り、当該A<bま
での資源管t11＼措位、 j胎リ誌な海洋＇I・：態系の保護梢陸等jこ、｜訂I.意いたしました“
このf.11告寄付、 12H 2～5口、東京でn再出された 北 i!!iよ5!Li学！.ニおける公
海l伝魚漁業管J！日にiiつけた初た花i枠組みの百H立に［到す・る政府間会合第 5：百1科学
作業部会j まで 2・(μ'I＇＇にわたり、 n本、米間、ロシア、特凶の 4力l司が、天
皇海，，，海域的持続的な資源三1］川と生態系の保識について、 l主宰iて品目冷してき
たJ＆.~ ·t＇－すの

具体的なよ首位として叶im.会~~~.来年 l 月｜｜｜カ、ら、

• I I JI、12) jの禁除、
• i:((t被努）J-q¥;CJ)2書ljj'j1Ji成

. 2009 年 4 月 l 日からのオゾザ•--I ふ ・耳~·船

持I~ノ'1< J~Q (j）閉鎖 竿

をー実施するこどに、 ｜司；蛍蛍しました。

これらのJt体的な資制管理H？~等を受け入れる こ． と l'J. 、 tfj ·I：.~（＼Lている谷漁
船が、蛾しい経営’をj~tし、ら

t~.；にこ、 － j~1唱 ~1~努ノJ －監ぴ） 2割M減J0）内容l立、 j法j斤10年の＇V・l勾から2·，~11を削

減するもので、 f1'Ci症の狩）J-fil:に比べると、約4·，~1）もの前l.~f~符 ）］l止のIii）減とな
り、非＇；~；・ 1こ厳しい内特となっています。

しかし、当協会とその会員は、今後も手隆副！的にl.k1i｛当初を供給していく i~ め

に、ニれらの，IM~をやむな く 受け入れることにいた し・主し たヲ

J .'2 

15 



天皇梅山で漁獲されるキンメダイ、タサカPツボダイ等の水産物は、フィ
レーや干物等に加工され、圏内の外食産業等で広〈利用され、親しまれてい

る魚です。

また、低位で推移している食糧自給率の向上のためには、地道な食料性還

の積み重ねが必要になっています。その点では、遠洋漁業と言え、日本から

比較的近い公海であり、また、一定量の重要魚種が安定的にf融機できる海域
として、天奥海山は非常に重要な漁場です。

当協会は、持続可抱な水産資源の手l閣に積撤的に参加するとともに、過度

な灘境保護主義に反対し、真iこ脆弱な生態系については適切な保護が必要で
ある、との立場を表明しますの

われわれは、今後もこれを穏持し、より正微な科学的情報をもとに、より

適切な資源管理・生態系保識と、漁業の継続を附ー立し、国民に、良質な水産

物を供給し続けたいと考えます。

以上

問い合わせ先： ！ 
祉問怯人岡本トロ｝ル成魚協会専務古f日光4事
宇101-0052

東京都千代間区神田小川町3-6 Ni｛ピル日階
1'llL. O:l-3291-8508 f AX. 03-3233同3267

111 ! to】ccJdsta.or. j11 

・主'12• 

16 
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天皇海山及び南西インド洋で漁獲対象となる主要魚種
キンメダイ 20-60cm 

クサカリツボダイ（ホンツボダイ） 30-50c m 

ミナミクロメダイ 30-90cm 

ナンキョクメダイ 50-lOOcm以上

17 



取組記号 A 

計画船の設計コンセプト

新造船の建造については、利用可能な漁場における操業を可能とする遠洋底曳き網漁業

の将来像を踏まえ、「復旧」と「復興」を一体のものとして、推進する必要がある。

とのために必要な復旧漁船のコンセプトは以下のとおりである。

(1）安全性確保と労働環境の向上

i乾舷と復元力の確保
船の深さを深くすることで卜分な乾舷を権保するとともに、甲板間の魚倉は廃止し、第

三甲板下魚、倉のみに漁獲物を搭載し、船の重心を下げる。同時に船の幅を増大させ、充

分な復原力を維持させる。

五乗組員の安全の確保

・作業甲板への波浪の打込みを防止するために、強固なブルワークを配置して、漁労作 c 
業の安全を確保
－新設備基準（ILOに準拠）に基づき病室を設置

m長期の海上労働に対応した快適な居住空間
．新設備基準（ILOに準拠）を満足する居住設備。

－士官は個室、乗組員は2人部屋を主体とし、十分なロピースペースを確保
（設計上、！日船の居住区は一人あたり約o.9mに対し、新船は約1.7ぱで、 1.9倍）

(2）航続距離の確保

i公海域等の漁場に操業可能な燃油槽の確保

立魚倉への燃料油バラ積みの廃止
（被災船：兼油槽230kl、船底燃油槽350klの合計580kl)

（計画船：船底燃油槽599klのみ）

被災船では補助燃料油槽として魚倉を活用していたが、海洋汚染の防止の必要性や、乗

組員の労力の削減、衛生基準の達成などのため、計画船は専用燃油槽とする。

(3）高品質な漁獲製品の製造（別記参照）

l量から質を重視した一連の流れ作業による船内加工設備の見直し

立高品質を保ったまま製品化するための凍結設備の増設

組 EU等の高レベルな衛生認証取得を可能とする設備

(4）被災船と変わらない漁獲努力量

操業海域における昨今の資源管理の強化に対応するため、魚倉容積は被災船と同等と

する。

（被災船：魚倉589m、準備室t9omの合計779m)

（計画船；；魚倉780m)
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(5）低コスト化等

・コルトノズル導入により省エネ化を図る。
－メンテナンススペースの確保によるメンテ工数の削減・中層操業において省力化を可
能とするオートテンション等の装備
. 30年の実質耐用年数による、ライフコストの削減。

＜設計概要まとめ＞

以上のコンセプト、即ち、実魚倉符積、燃油槽容積など、漁獲能力の向上に繋がる性

能は被災した第5天州丸とほぼ同等かそれ以下にとどめ、船の安全性、居住位、加工場
の機能性等の向上などを考慮した遠洋底曳き網漁船の概略設計を行った結果、全長約62
メートル、国内トン数約605トン、国際トン数1,600トン弱となった。

各国トロール漁船団の船型は国際トン数で2,000～3,000トンであるが、本船は、操業
と経営のシミュレーションをおこないつつ設計したもので、漁業経営の成り立つ遠洋底
曳き網漁船のミニマム船型と考えられる。

計画船では、すでに水研センター開発調査センターによる調査が行われ、民間企業に
よる操業でも安定している南凶インド洋漁場（公海域）での一部操業を取り入れる。
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南西インド洋漁場は、公海漁場としては、最後に残された漁場であると考えられてい

る海域である。 1995年頃にオレンジラフィの大漁が報告され、世界各国の漁船が集まっ
たことでも知られる海域で、日本系の合弁企業は2001年から操業を開始。水研センター

開発調査センターが2009-10年に、南緯20度以南、 50度以北、東経30度以東70度以西の
公海域を対象に企業化調査を行い、園内船一隻が09年から操業を開始している。

日本系漁船による水揚げは、キンメダイだけで年間1,600トン以上とみられ、市場で
の評価も上昇中で、現在は400円／kg程度での取り引きが行われている。

この海域には、 SIOFA（南インド洋漁業条約）と呼ばれる地域漁業管理機関が設立に向
けて各国の批准を待ち、発効を目指している。 SIOFAは、本年末にも署名国である豪州
が批准し、これが発効するとの情報もあり、水産庁としても、日本船にとっての重要漁
場を維持する努力をすすめていく。

公的な地域漁業管理機関であるSIOFAが発効する聞は、現在操業している漁船の間で
は自主的な資源管理機関「SIODFAJ （南インド洋深海漁業協会）が組織され、計量魚探

による漁場のデータを事務局に提出して資源状況の把握を図るなど、独自の資源管理を
すすめている。

日本の漁業者は、ここで決まった取り決めを遵守し、 SIOFA条約の精神を尊重した資
源管理を念頭に、欧州製計量魚探でのデータ収集を義務づけるなど、自主的な操業ルー

ルを設定している。なお、 SIODFAに加盟しているのは、日本船を含め、 3カ国4隻のトロ
ール漁船等で、安定的な操業が続いている。

この海域では、日本船はキンメダイとメダイ（ブルーノーズ）とクサカリツボダイを対
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象に操業しており、外国系漁船の主要漁獲対象はオレンジラフィである。

※水研センター開発調査センターによる調査結果概要

南西インド洋での企業化調査は、平成21年度、 22年度の2年間行われた。

21年度の調査は8月から12月、 22年度は4月から8月を調査し、 2年に渡り、周年操業の
可能性を調査した。

初年度には、中層トロール漁法を用いてキンメダイ等を漁獲。大型魚は500mより深い
ところで漁獲されることなどの知見を得た。また、 22年度には、南緯35度／東経44度の
周辺、南緯34度／東経55度から南緯39度／東経46度に渡る海山列、南緯40度台の推進40
0-500mの海山を確認し、漁場が拡大で、きる可能性を見いだした。

これらの結果、開発調査センターは、調査操業における水揚げの結果と、漁船の経費

を比較して、「企業的操業の可能性を見いだした」（21年）「当該海域において中層トロ
ール漁法による企業的操業が可能であることが実証されたJ(22年）との所見を示した。

これ以来、日本船一隻が秋期の操業を実施し、キンメダイを中心に安定した水揚げを
しており、圏内市場でもその漁獲物に対する評価は安定しつつある。

21 



取組記号 B, N 

収益性改善目標の説明
1.効率的な漁場利用について（運航計画）

被代船は、これまで天皇海山等の漁場で操業してきた。しかし、従来の漁場での操業

は、資源管理が強化されてきており、代替漁場での操業が求められつつある。このため、

最新鋭の欧州式技術を取り入れた遠洋底曳き網漁船を、天皇海山に加えて代替漁場とし

て各国が操業して実績のある南西インド洋で操業させ、資源管理と経営を安定化させて

いくことを日的としている。

天皇海山での運航計画は、八戸を本拠に操業50日、入出港10日、水揚げ及び、船員の休
養5日の65日間をl航海として、 1年間に3航海を行う。

南西インド洋運航計画は、操業34日、入出港6日、水揚げ及び船員の休養4日の44日
間をl航海として、 1年間に2航海を行うと仮定。国内（八戸港）からポートルイス港ま （ 
で往航27日で計算した。

この漁場における知見は、 2009-10年に水研センター開発調査センターが実施した企
業化可能性調杏がある。これに基づいて、 一日の漁獲量を平均15トン程度と考えると、
計算 k魚倉が満杯になるのは34日間であり、その期間に近い操業スケジュールを組んだ。

運航計画案

3月 14月 15月 jB月I7月Is月 19月110月111月112月I1月 12月
西インド洋漁場悌

ポートルイス

天皇海山
八戸

操業日数＝天皇海山150日、南西インド昨68日 言1・218日
航走日数＝天皇海山 30日、南西インド洋66日 計 96日

事業2年目からは、天皇海山の資源状況が予想以上に不安定で怨定した魚種到i成と奥
なること、また、インド洋での．魚群の形成に新たな知見が得られたことから、漁場での

実情に合わせて運行計画を再構築する．

天皐海山では‘復興計画時の想定を越えるクサカリツポダイの不漁に加え、漁鐙f京の
組成が違っていることから．航海数を削減、年間l回とし、操業日数を42日に削減する。
l日あたりの漁強量は、当初の彼興計画通りとする。ただし、天皇海山でのツポダイの

回復期と考えられる兆候が見られた場合、操業回数を培加させる。

南西インド洋では、当初の！日の漁雑量を3回操業で各回5トンの15トンと見込んだが、
同漁場では、魚群のできる海山の頂上が非常に狭く、離れた位慣に飛び石のようにそれ

ぞれが遠く位置していること、また、 一度魚を漁擁すると、次の集群までに時間がかか

ることなどが明らかになってきたため、 i臼の計画操業数を2回とし、合計JOトン／日と
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し、無理ない操業日数としてl航海を46日に設定した。

これらの条件から操業計画を策定すると、操業回数は天皇海山l航海、南白インド洋4
航溜となり、操業日数はそれぞれ42日、 1-84日の合計226目、航走日数は28日となる。
＜天皇海山での回復期の兆候が現れ左場合．に天皇海山での操業回数を増やし、操業日

数はそれぞれ84.目、1388の222日となる＞

2.漁獲物の製造・販売について

( 1 ）生産計画・ 内訳

新規漁場で漁獲される新規魚種は、市場で評価され安定するまでに時間がかかる。ま

た、将来的にどれだけ評価が高まるかは事前に想定するのは非常に難しい。しかし、開

発調否センターの実績、当業船として操業した漁船の実績等があり、これらを基本に事

業収支を予測したL

一近年の漁業経営においては、多くの漁獲量を目指すよりも、より高付加価値・高品質
の漁獲物によって、単価を上げることが重要である。この事業においても、そのような

盟品の製造を同指す。

事業に参加する新漁船は、最大で45トン／日の冷凍能力を持つが、高付加価値 ・高品

質の製品とするために、素早く魚溜に取り入れる。また、スラリーアイス等を使用して、

魚溜で漁獲物を急冷し、冷房・冷凍能力の充分な作業場で、最新の加工施設を利用しな

がら、速やかかっ丁寧に、ラウンドおよびドレスに（将来的にはフィレー加工も検討）

船上加工し、プレートフリーザで短時間に凍結できるように対策を講じることとした。

漁獲物の魚種組成は、天皇海山では、クサカリツボダイ、キンメダイを主要漁獲対象

魚種とし、南西インド洋ではキンメダイ、クサカリツボダイ、ブルーノーズ（オキメダ

イ・ナンキョクメダイ）を主対象とした。実際の漁獲比率は操業年によって大きく異な
ると想定されるが、 同海域の魚は同じような入札結果で取引されると見込んだ、。また、

ブルーノーズは、天皇海山水域でも市場に搬入しており、すでに高い評価を得ている。

資源管理と漁業経営の安定化のためには、大型魚漁獲できる水深を特定し、効率的な

操業を実施することが必要である。さらに本船では、電動ウインチとオートトロール装

置（オートテンション装置）を導入しており、これらの機器による操業効率の向上も期

待できる。

なお、漁獲物は震災からの復興に資するため、全量を八戸に搬入する。また、本船で

は海外にも輸出できるレベルで、衛生面 ・製品の形態に配慮、した製造が可能となるよう

な加工場の設計をすすめており、より高品質な製品を八戸へ搬入する見込みである。
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（事業コス トの試算 ・考え方）

人件費は、労働協約から算出した。燃油代はコルトノズル等による省エネ効巣を盛り
込み、単価は国内価格の7.4万円／klで計算した。（国外給油時には7.5万円／klで計算し

ている）その後、燃油価格の上昇を年3犯と見込んだ計算とした。

漁具 ・漁網費、修理費には通常の修理・ドック代を概算した。

販売経費および一般管理費は、外地及び国内でそれぞれに必要となるため、それぞれ

を考慮、して計算した。

( 2 ）漁獲物生産単価の予測

天皇海山では、漁獲物全体（クサカリツボダイ、キンメダイ等）の直前3か年の平均
単価が412円である。しかし、 2010年は豊漁年で特異な年度と考えられるため、これを
除き、 2008伴、 2009年の平均値を基礎値と見込んだ。しかし、初年度は箆興計画策定当
初の状況と大きく異なる魚稲組成となっているため、直近の水場げ、魚種組成、単価を

もとに改めて単価を想定し、漁施物全体の平均単価を280円とした。

一方、天皇海iJJ’のと7サカリツボダイの資源回彼の兆候が見られる際には、クサカリツ
ボダイの比率が上がることから、単価の高いクサカリツボダイの影響で、漁施物全体の

平均単価が610円程度となることを見込んだ。

南西インド洋では、 09～10年、水研センター開発調査センターが実施した試験操業で
は、キンメダイとブルーノーズが多く漁獲された。これらは園内に持ち込まれ販売され、

それぞれの価格が明らかとされており、その平均価格を算出。一方、同海域での操業す

る日本漁船は、今年1月までに数回、キンメダイ、メダイ、ミナミメダイの水揚げをし
た。その平均価格と開発調査センターの価格とを直接比較して、計算 ・勘案し、当該漁

船の水揚げ金額をこれらの平均値以下程度の価格を想定した。

( 3 ）生産の目標

これらの状況から、今回の事業では、

①高品質で安全、安心、かつ、欧米等衛生基準の厳しい市場にも販売可能な冷凍水産物
を製造する。

②市場に求められる形で製造する。

(18キロの定貰で、カートンに入れ、魚種・サイズによってラウンドもしくはドレス

製品に分けて製造する。）

③オートトロールを利用しながら、 中層トロールを含む操業、 漁場や魚種に関する知見

を蓄積し、効率的に大型魚の漁獲を目指す。

等の取り組みで、高付加価値化・高品質化を目指すこととする。
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(4）燃油消費量

新船の建造においては、 ILOの世界基準以上の居住区を配置し、将来的にも日本人の
若年層乗組員の乗船希望者が増えるようにする。また、高品質な製品を作るために、余

裕をもった加工場のスペースも必要となっている。これらのコンセプトに添って設計し
た結果、本船は国際トン数で約1,600トン弱（国内トン数は約605トン）に大期化する。

ただし、本船では船型を大型化し、冷凍設備の強化にともなった補機を若干大型化す
るものの、コルトノズルを導入し省エネを図ることで、被災船と比べ、燃油使用量は同
等かそれ以下とすることが可能になると試算される。

特に本船では、コルトノズルを使用することで、同じ船型に取り付けられるノズル無
しプロペラよりも、操業中の推力が最大理論値で約30克アップすると考えられる。これ
は、同様の推力を約23出（100出÷130出＝効果）省エネして発揮すると考えられるため、操業

C1 中の燃油使用量が削減できる見込みである。（参考資料3frページ）

℃ 
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（算出基礎）

①水揚げ量・金額

1年間の操業計画は、天皇海山での操業を3航海 (1航海は往航5日間、操業50日間、復

航51:l問）、南西イ ンド洋では2航海（往航3日間、操業34日間、復航3日間）をすると想定

して策定した。

生産及び販売計画

漁場 魚種 数量（t) 単価（円） 金額（千円） 備考

天皇海山 クサカリツボダイ
780 465 ¥362,700 

(3月～9月） キンメダイその他
／］＼~十 780 ¥362.700 

西インド洋 キンメダイその他 1000 380 ¥380,000 

(10月～1月）
小計 1000 380 ¥380.000 

合計 1780 ¥742.700 

販売計画単価の根拠

漁場 魚種 数量（t) 単価（円） 金額（千円） 備考

天皇海山 クサカリツボダイ
1708.8 465 ¥795,106 

H20-21年の

(3月～9月） キンメダイその他 5天州丸の

小計 1708.8 ¥795,106 販売実績

クサカリツボダイ 60.2 510 ¥30,718 

西インド洋 キンメダイ 1662.1 389 ¥646.562 H2ト22年の

(10月～1月） メダイ 43.4 449 ¥19,507 開発調査

ミナミメダイ 17.7 316 ¥5 608 センターの

その他 39.2 123 ¥4.843 販売実績

小言十 1822.6 388 ¥707,238 

合計 3531.4 ¥1.502.344 

天皇海山の水揚げは記録が残っている直近3年の平均から、クサカ リツボダイの豊漁

（ 

年である22年を除いて平均を取り、通常年のー航海あたりの漁獲量は260トンとなると （ 
計算した。新船においては新たな漁法に挑戦し、トロールセンサーやオート トロールシ

ステムなどを導入して努力量あたりの漁獲量の改善が期待されるが、数値化は難しいの

で、見込みとしては計算しなかった。

豊漁年に関しては、直近では1992年、 2004年、 2010年Lよ旦~に起きている。これら
の発生メカニズムは解明されておらず、科学的にいつ発生するかはわからない。これま

で業界内で10年に一度は豊漁となるとされてきたが、201f年は2年目に豊漁が発生して
とゑ~豊漁作ーの予測がつかない以上、事業収支に含めることも適当ではないと考え ら

色ゑι

ただし、 資源回復した場合にはクサカリツボダイの漁鐙比率が高くなることから、ク

サカリツポダイ9割、 ｛白魚種が残りになるものとして想定する。

26 



天皇海山の不漁と想定外のffJ.穐組成を受けて計画を変更する事業2{f度目からは、計

画上のl日あたりの水揚げ量は同じとした。操業日数は、南西インド洋の蹴梅日数等の

条件から算出し、 42日をi航海の操業日数とした。

南西インド洋での操業は開発調査センターの調査結果及び聞き取りによれば 1回の

投網で約5トンの漁獲ができ、 1日あたりの投網回数は 1網毎の研究処理に時間を要す

るため平均2凶であるが商業船であれば加工・冷凍処理能力の違し1から 1日3～4回の
投網が可能と想定した。しかし、 1年目の操業の結果、当該漁場は海山の頂上が狭く、

一度漁獲すると次の魚が集群までに長い時間がかかること、海山同士が遠く離れている

ことなどが判明した。このため、事業2年目からは2回の投網とし、1日あたり 10ト

ンの漁獲を計闘し46Flの操業で満船の460トン漁獲するとした。これらの事から計算

される総漁獲量は年間色bQQ皇トンである。

天皇海山では、漁獲物全体（クサカリツボダイ、キンメダイ等）の直前3か年の平均
単価が412円である。しかし、 2010年は豊漁年で特異な年度と考えられるため、これを

除き、 2008年、 2009年の平均値の465円を基礎値と見込んだ。

しかし、 l句1自の燥業の結果、クサカリツポダイの不漁により、天皇海山での魚紘組

成が大きく変化した結果、単価が著しく変化した。このため、直近の水揚げ、魚種組成、

単価に基づいて改めて単価を計算し直し、 280円としたe

一方、 クサカリツポダイの回復期には、クサ力リツポダイの漁強比率が非常に高くな

ることから、クサカリツポダイ9割、他魚種が残りになるものとして漁1建物全体の平均
単価を計算、 610円と想定した｛参考目緩ん

09～10年、水研センター開発調査センターが実施した試験操業では、キンメダイとブ
ルーノーズが多く漁獲された。これらは国内に持ち込まれ販売され、それぞれの価格が

明らかとされており、平均価格は342.41円である。一方、同海域での操業する日本漁船

は、今年l月にキンメダイ、メダイ、ミナミメダイを水揚げした。平均価格は452.38円

である。開発調査センターの価格と比較し、平均を計算すると、調査時の平均価格は38

7.98円であった。

これらの数値から、 当該漁船の水揚げ金額を怨定する場合、当該漁船としては初めて

の水揚げであることから、この平均387.98円以下程度の価格を想定し、 380円に設定し

た。

計画変更を行う事業2年度目からはお当初の』日の漁獲量を3回操業で各回6トンの15ト
シと見i入んだが、魚が一定条件下でしか集群しないことが判明したため、 i日の計画燥
業数を2回、 l日あたりの漁施置をJOトシとし、 l航海を46日に設定した。
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漁場 魚種 数量（t) 単価（円） 金額（千円） 備考

天皇海山 クサ力リツポダイ
218 280 ¥61,152 

(6月～7月） キンメダイその他

(1航海） 小宮十 218 280 ¥61.152 

西インド洋 キンメダイその他 1840 380 ¥699.200 

(9月～4月）

(4航海） 小宮十 1840 380 ¥699.200 

合計 2058.4 ¥760,352 

（参考｝復興2年目からで、天皇海山のクサ力リツボダイが回復した際の生産及び販売計画

漁場 魚種 数量（t) 単価（円） 金額（干円） 備考

天皇海山 クサカリツボダイ
427 610 ¥266,448 

(4月～8月） キンメダイその他

(2航海） 小言十 427 610 ¥266.448 

西インド洋 キンメダイその他 1320 380 ¥501.600 

(9月～2月）

(4航海） 小計 1320 380 ¥501.600 

合計 1757 ¥768.048 

②燃油代

年間の操業スケジュールは、上記のごとく天皇海山3航海、南西インド洋を2航海とし

た。

本船では3,000kw主機に加え600kw補機を2機装備するが、主機の燃油使用量は459.0L/
h、補機は一台につき113.3L/hとなる。

往復航には主機（（459.0L×24時間）＋補機(113.3L×24時間））×航走日数の燃油が消
費されることになる。また、操業は今後、中層で高速な曳網が必要になると想定するが、

（ 

主機においてはコルトノズルの省エネ効果を発揮すると考えられ、主機（（459.0L×10 , 
時間×0.77）＋補機(113.31×24時間×1.5機）） ×操業日数の燃油が消費されると計算し に
た。

また、燃油の単価については、平成24年 1月の価格をもとに、圏内給油分が74,000
円／kl、海外給油分が75,000円／klと設定した。

これらの計算の結果、燃油使用量は2,97.lkl、燃油代は約2億2，込2万円となった。燃
油代は毎年3児価格上昇するとして計算した。

計画を変更する事業2年目からは、天皇海山l航海、南西イン ド洋4航海となり、燃油

使用量は2.928kl.燃油代は約2億乙537万円となる。
なお、天皇海山でツボダイ回復即！となり、天皇海山2航海、南凶イ ンド洋3航海となっ

た場合‘ 2.953kl、燃油代は約2億2.679万円となる。

28 



くi

③箱代（量から質への取り組みとして）

計幽船では、 高品質な製品を作りこれを確実に顧客に届けるため、全ての製品を箱詰

めとする。また、高品質で刺身グレードの製品の製造も一部行う。カートンはl盆150円、
バンド代20円とした。製品は18キロの定貫とし、箱のロスが2児程度発生すると試算。箱
は操業中、キンメダイ・ ツボダイでー航海あたり99,386個使用するものと試算した。

計画を変更する事業2年目からは、計画される水揚げ最が異なるため、ロス込みで116.
643個、参考案で問130.560個となるものと計算された。

④漁労消耗品

本船では、漁労消耗品の削減に取り組むが、その見通しは数値化できないため、 筆墨

計画策定時の現状の金額から推定した。

⑤漁網費

本船は被代船よりも大型になるが、網を大きくせず、省エネ操業に努める。ただし、

南西インド洋では中層網での操業が要求されているので、これらを踏まえた漁網費を設

定した。

⑥人件費

本船では、船員給与 ・歩合金、賄い費 ・福利厚生費のうち給与と歩合は、海員組合と

協定を結んでおり、給与は労働協約に基いた金額、歩合金は水揚金額に、実績の12.2% 
を乗じた金額を計上した。また、今回の事業では、甲板作業の効率化や加工場の自動化

などに取り組んで省力化を推し進めることにしている。

その他、賄費、福利厚生費 ・船員保険料等は実績から試算した。

⑦修理費（船体、機関、機器類）

新船を建造してからすぐには高額な修理費は発生しないと想定し、ドックに見積りを

とり、修理費を設定した。中間検査、定期検査ではより費用がかかるので、これを踏ま

えた数歪とした。

③市場口銭 ・荷役料・保管料

それぞれ、水揚げ高に対し、市場口銭は3児、荷役料は0.7児、保管料は1.6児がかかる前

提で試算した。

⑨組合費等

実績から計算した。

⑩漁船保険料

保険の料半計算式によって、漁船保険組合に依頼し計算した。

⑪コンテナ料

開発調査センターの実績では、コンテナー本あたりの運賃はUSD4,500=382,500円（＠
$1 =¥85）であった。コンテナー本で20トンを運ぶと仮定すると、 lkgあたり19.13円がか
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かる。また、コンテナを利用するのは、 l航海盗主旦、銀2トン分を利用すると仮定した。

⑫一般管理費

震災前の実績から計算した。

⑬支払い利息

事業費32億円（建造費30億円、潟、具・漁網費2億円）のうち、国1/3、県1/3，市1/9の補

助金を受ける。自己資金は約7億1,065万円が必要となる。うち無利子の公庫資金とし
て借りられるのは8割であり、この分（約5億6,852万円）を事業主体団体が負担してリー
スするととになる。残りは被用船社が有利子で市中銀行から借り入れるので支払利息か
発生する。また、事業費32億円（建造費30億円、漁具・漁網費2億円）に対しては、消
費税関、 l億6000万円がかかり、その支払いにも1年間借り入れを行い、鋭利息の支払い
が発生する。さらに、当該社の負債による利息の支払いもあるため、とれらを積算した。
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中層トロール漁具について
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取組記号 c 

ハンビジャン社製グロリア・ヘリ ックス中層用トロール網（イメージ図）
：被災船は、中層トロール漁具を所有していないため新規設計を行うことになった。
！溝、具の制御は、北欧で一般的なオートトロールシステムの導入を討画した。
i従って、中層網はこのシステムで実績のあるアイスランド・ハンピジャン社グロリアネットを採用することとした。
ヴ、ロリアネット｜土、アイスランド沖イルミンガー海域における赤魚中層卑きに使用されている。
；ハンピジャン社の仕様書によるとオッターボード、中層トロール網、スイープラインの概要は表－6の通りである。

オッターボード寸法
オッターボード重量
スイーブライン径
スイープライン長
スイープライン材質
最大周長

網の寸法
最大長
水平展開
垂直展開

新造計画船A
曳網力（80覧負荷）
中層漁具総抵抗

表－6
縦 5100mm横2550mm13m 

3.050K~／一枚（水中）
21mm並
225m 

ス－；＼－繊維系合繊ロープ

3.0ノット
33 400K 

15,500K 

2048m 
548m 
115m～120m 
75m～BOm 

s表ー7!立、新造計画船の曳網力とグロリアネットを曳網したときの総漁具抵抗を示している。
sこの表から中層トロール漁具は、80%機関負荷で4.2ノットの速度で曳網可能と読み取れる。

: 以上のζとから新造計画船の何れの漁具も8問機関負荷で、曳網可能で‘あり、適正な網規模である。
：甲板作業においては、底曳き漁具をスイープラインウインチで巻き上げることで揚網作業の省力化と迅速化が
期待される。
白一方中層トロール漁具は、有線式トロールソナーにて網口監視を行い、オートトロールシステムと連動することに
よって水深調整が行われるため、海底から浮上した魚群（キンメダイ）に対して効果的な曳網が可能となる。
更に、ネットウインチを設けることで揚網作業の省力化と迅速化及び甲板に広いスペースが得られ作業の安全性が
l確保される。
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取組記せ D 

欧州製電動ウインチ

本船では、その漁労機器のほとんどに、欧州｜製の電動ウインチを採用する。欧州では、

油圧ウインチから電動に変更する船が増えている。

その目的は、省エネ、配管の削減、メンテナンスの削減、細かな制御の容易さなど、

操業の効率化に関係するものに加え、万一のブルードの漏れがないため、環境負荷を減

らせることにもある。
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取組記号 D 

オートトロールシステム採用の取り組み

F唱咽旨喝 ・ /¥IW園調胴 ....... ケ士＂~ヲt 白崎．，．．，司胴
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オートトロールシステムは、曳網に関する制御の多くをコンビュータ制御とするもの。

網をより効果的に利用できる形状で魚群にできるだけ近い位置に安定させるため、曳き

縄の張力（テンション）を絶えず制御できる。

具体的には、ワーフ（曳き縄）に網とオッターボード取り付ける準備を終え、「投

網Jボタンを押すと、自動的にワープを延ばして指定した長さで固定する。
曳網中は、海流などによって左右のワープの張）Jが異なると、 一方のワープが緩むこ

ととなり、水中でのトロール網の形状が縮んでしまったりすることから、設計上の効率

的な形状を維持できない。このため、オートトロールシステムは、絶えずワープのテン

ションを監視し、最適な網成となるように動作する。

揚網時もボタンを押すだけでオッターボード収納の必要な長さまで巻き取ることが

できる。

曳網時の効率的な網成を維持できるこのシステムをより効果的とするためには、高精

度のソナー、トロールセンサ一等の機器類によって、魚群を把握し、網の位置を正確に

移動させることが不可欠であり、言1－商船では、その計器類も装備する予定である。
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E 

コルトノズル（プロペラノズル）とは、プロペラの周囲に筒状の「ノズルJを取り付

け、プロペラで発生する推力を集中する。ノズルのない同サイズのプロペラに比べ、推

進力（曳網力）の向上が可能である。ノズルでは、船速は伸びないが、同じ主機出力で

3割程度の推力増強が見込める。これは、曳網中同じ推力を求める際、23先程度の省エネ

となることが見込まれる。

取組記号

省エネに関する取組み

（コルトノズルの何

（ 

165,240 Q 

40,788 Q 

165,240 Q 

40,788 Q 

688,500 Q 

611,820 Q, 

1,712,376 Q 

台数
1 ムロ
1 台

l 台

1 台

i台

1.5 台

燃料消費時間

24 時間

24 時間

24 時間

24 時間

10 時間

24 時間

(1）コルトノズノレ（主機）の未使用時消費量

燃料消費率

459.0 Q,/h 

113.3 Q,/h 

459.0 Q,/h 

113.3 Q,/h 

459.0 Q,/h 

113.3 Q/h 

各日数

15 日

15 日

15 日

15 日

150 日

150 日

天皇海山（3航海）
エンンン

M/E 

G/E 

M/E 

G/E 

M/E 

G/E 

復航

往航

操業

A
u
u
n
M
nuu

n
uu

nuu

n
uu

n品

b
h

nυむ

363,528 

89,734 

363,528 

89,734 

312,120 

277,358 

1,496,002 

台数
1 ...L>.. 
口

1 ムロ
1 台

］ 台
l ム仁』

1.5 台

燃料消費時間

24 H寺間

24 時間

24 時間

24 時間

10 時間

24 時間

燃料消費率

459.0 Q,/h 

113.3 Q/h 

459.0 Q/b 

113.3 Q/h 

459.0 Q/h 

113.3 Q/h 

各日数

33 日

33 日

33 日

33 日

68 日

68 日

西インド（2航海）

エンジン

M/E 

G/E 

M/E 

G/E 

lvl/E 

G/E 

往航

復航

操業

3, 208 年間総消費量314A 
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(2）コルトノズルの使用効果

コルトノズルを取付けた場合、操業時のプロペラに対する推進力は付けない場合と比べて
130%に曳網力が増大する。このことはコルトノズルを取付けて100%の曳網カを確保するた
めの燃油消費量は23%(100%÷130%＝効果〉の削減効果が見込まれる。

①操業時の燃油消費削減効果

天皇海~LI

商インド洋

4591/,×10h='4,5901!X 50日＝229.5kJ),

×3航海＝688.5kJl,・ • ·•·A 

4591!×1Oh=4,5901! x 34日＝156.06kl!

X2航海＝312.12kJ),・・・・・8

0 _(A+BDs_劃盤笠＝盟些~kQ,X盟%＝おO凶ω（削減量診

使用前年間使用量3,208kJ),ー削減量230kQ＝操業計画上の使用量2,978kQ, 

②操業時の金額削減効果

削減最230kl!-@78,880円（5ヶ年平均）＝主生4全豆圭旦

〈〉
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計画変更後

①操業時め燃油消費削減効果

天皇海山 459Q×10h=4,590Q×42日＝192.78kQ

×1航海＝192.78kQ・...•A 

西インド洋 459Q×10h=4,590Q×46日＝211.14kQ

×4航海＝844.56kQ・・・・・B

(A+B）×削減率＝1037.34kQ×23 % = 238. 5882kQ（削減量）

使用前年間使用量3,208kQ－削減量238.588-ZkQ ＝操業言十函上の使用量2，~）69kQ

<l>i品業時の金額削減効果
削減量238.5882kQ-@78,880円（5ヶ年平均）＝18,801千円

計画変更後（クサカリツボダイ回復時）

①操業時の燃油消費削減効果

天皇海山 459Q×10h=4,590Q×42日＝192.78kQ

×2航海＝385.56kQ・・・・・A 
西インド洋 459Q×10h=4,590Q×46日＝21l.14kQ 

×3航海＝633.42kQ・・・・・B

(A+B）×削減率＝1018.98kQ×23%=234.3654kQ（削減量）

使用前年間使用量3,208kQ－削減量234.3654kQ,＝操業計画上の使用量2,974kQ

②操業時の金額削減効果

削減量234.365kQー＠78,880円（5ヶ年平均）＝18,486千円

。比較参考・・・ 計画書13ペーージの※印及び参考資料：25ページの燃油消費量計算式

計画船がコルトノズルを装備し、

震災前 年盟箆且量
計画船の換算想定削減量

被災胎と同織の操業をLた場合の燃油削減効果
2.802kl 航海50日・操業244日＝294日

2・57kl （主機操業時の23%削減）

想定年間使用量

住59C/h×lOh×244日ξ1.120kl×0. 23) 

2.545kl 
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取組記号 F, K, 0 

高精度選別機導入の取り組み

高精度選別機（マリングレーダー）は、大きく揺れる漁船の上でも、高速かつ正確に

漁獲物を選別する機械である。

計画船の加工場では、片側8レーンのゲートを持つ高精度選別機を設置する、最大16
段階に選別が可能となる。選別能力は140尾／分で、グラム単位の精度を持つ。船上加
工での最も労働力の必要な選別を自動化するととで、船員の労働負荷が大幅に削減でき

る。また、精度の高い選別は、欧州などが要求する高精度の定貫製品の供給も可能とす
る。

主な選別はツボ鯛6サイズ、キ
メダイ5サイズ。プログラムの
種の規格にも選別が可能とな
できる。

主魚種サイズ別規格
ツボ鯛 キンメ鍋

30尾 24尾

40尾 30尾

50尾 40尾

60尾 48尾

72尾 60尾

96尾 70尾

80尾

96尾

120）毛

37 
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2 3尾

4-6尾

7-10尾

11-15尾

16-20尾

ンメ鯛9サイズ、
設定により他魚
り幅広く対応が



取組記号 G, K, P 

カートン凍結の取り組み

来月船の加工場で使用を検討しているカートン

計画船は、鮮度の高い水産物を供給するため、漁獲物を急速冷凍する。

一般的には、 ラウンド（丸のまま）もしくはドレス（H郎、頭と内臓を除去）とした漁

獲物を選別し、決められた重量ごとに冷凍パン（金属製の血）に入れ、 コンタクトフリ

ーザー（魚体に密着させる冷凍機）に掛けて急速冷凍。 一定の源度で固まったところで

製品をパンから外し（脱パン）、冷凍魚倉で保管する。 乙J
これら一連の作業のうち、脱パンの作業は、凍結で冷凍パンに漁獲物がへばりついて

いる上に冷凍され容量が大きくなっているため、外れにくく、相当量の重量 (18kg程

度）があるため、乗組員に重労働を強いている。

また、衝撃を伴う脱パン時に、凍結した製品全体がぱらけないようにするために、周

囲をグレーズ（水など）で固めることが必要となっており、製品重量に多くの水分を含

んでしまっているのが現状である。

これらの問題を解決するため、新船の冷凍加工においては、冷凍パンではなくそのま

ま製品化できるカートン（箱）に漁獲物を並べ、カートンごと冷凍することで、脱パン

作業を無くして重労働を削減、 グレーズの減量を図る。
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カートンは金属より熱を通しにくいので凍結時間が長くなるが、カートンの一部を開
放して冷凍機との接触面積を大きく取るなどの工夫をしてできるだけ短時間での凍結
を目指す。

（カートンへの印刷例）

カートンには、製品に関する情報の印刷が可能であり、高鮮度かつ高い衛生基準で製

造されたこと、スラリーアイスを使用していることなどを明記する予定である。
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復興型遠洋トローノレ船の要目比較と総トン数比較

遠洋トロール漁船菱自比較

被災船 計画船 備考

－国際トン数 901GT 国際1600GT未満
・園内トン数 291GT 605GT 
－全長 59 60m 62-70m 
－幅 1020m 12 50m 

－深さ 6 2m/5 86m 8 20m/5.50m 
・プロペラサイズ 4700mm 常＇3300mm 
－燃油槽容積 車用350rri、魚倉兼用約230rri ·~ 599ni 
－加工場面積 120ni 自265『rl
－加工場高さ 2000mm 約 2100mm
・魚鎗容積 11srri 約 1sorri＜ベール）
・乗組員数 28人 3白人 ｛オフザーパ－2名古む）
－居室配置 1人X由、2人x5, 4人 X3 1人X札 2人X1口、4人x1
・居住区高古 1800mm 約 1950mm 
・居室一人当たりの床面積 0.8974m' 約 1.7rri （ベットとロッカ一手除く）

－ベッドサイズ 1800mm X 700mm 需品 2000mmx 800mm 
－メスルーム、サロン面積 17.68rri 約 33rri
・椛 肉ロ官さ 1800mm 約 2000mm
山吉z 無し 1 
．匂ミ 1＊曹、2.7rri 1摺、9.7rri

－シャワー Z飽 6個

－洗面台 無し 6脅
・トイレ個勘 3個 8個

・主機関出力 2793kw 2999kW/600min 1 

－軸発電機出力 無し 1400kW/1200mm-1 

’端機関出力 441kwX2 600kW/90日間m'

－独立発電機出力 500kw x 2 680kW/900min 1 

遠洋トロール漁船容積比較

被災船 計画船 容増減

喜望
fil270ni 約930rri 崎60rri
自Beirri 約250ni +l70rri 
.~300.rri 約730ni 叫 30rri
百779rri 約780rri （ベール） 自rri
葬、530凶 約10.1orri +480rri 

鯨料告早川'J• ，、350『rl 約sssm +250ni 
冒庫、その他 約l040ni 哨1500ni 叫 6Dni
合計 約3350ni 約5800ni +2450ni 

計画船は労働環境改善の一環として、居住空間の充実・拡大を図っている。被災船は

ニ層甲板船で291トンであり、計画船も同様で約605トンである。なお、国際総トン数で
は、被災船は901トンだが、計画船は1600トン未満となる予定である。

総トン数は単純な容積だけでなく、これに関数を掛け合わせたものになっているので、トン数

のみでそのサイズを示すことは難しいが、被災船と計画船の容積を比較すると、約2450rrt計画
船が大きい。

計画船で拡大したのは、

1）居住区域
衛生設備の充実や居住空間の拡大

居室のひとりあたり面積で約1.9倍、共用区で1.2倍、天井高の拡大

資源管理に対応したオブザーバー室の増設（2名分）

病室の設置

41 



風呂場の拡大、シャワー、トイレ等の増設

2）加工場

冷凍専業船化と労働環境の改善

施設の自動化・効率化のため（約2.2倍）

3）操舵室

安全性向上のため面積を拡大、全方位視界型を採用

4）機関室
メンテナンスしやすいスペースの確保

電動ウインチの制御盤等に新たなスペースが必要

である。

なお、魚倉容積は被災船と同等であり、総トン数が拡大しても、漁獲努力量は増加していな
し、。
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加工場設計概要
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取組記号 I, L, 0 

コンベアー
Oメンテナンスにすぐれた欧米
ス~イJL-
0ベルトのill浄性向上

、、．ム轟三
輪P 日

•1 
新船の加工場設計においては、 EU認証を取得可能な衛生レベルを確保するとともに、

製品の高鮮度化、刺身グレード製品の製造、労働負荷の低減などを実現しつつ、簡潔な
ラインとすることを目指した。

特に、作業台等の高さは、重量物を扱う乗組員の負担とならないよう、腰を曲げずに
製品を扱える高さに統ーする。
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取組記号 J 

スラリーアイス設備概要
スラリーアイスの栂ft

( 1）スラリーアイスとは

スラリーアイスとは0.1～0.5mm混震の琢吠の氷が混ざった濠体で、ちょうど冨が半分湾げたよう
な状態になってい去す．

液体中に含まれる氷の昔Pl合｛氷渓度という）は使用
島問によって潟聖書可能で、車並道援z出口ではO～
.10%極度の健闘で踊隻でき．魚倉やタンクに貯める

と儀高約 40%、その後11<と波を分周章することでi¥li'l.i
約 30%の割合にすることができます．

ll 1 却に漉度毎の扶績と使用内容
主I｝（~書店 状限 *'.CIF lft肉翠

0-5~ 若干白い；漫体 。℃以下の冷潟水
として使用

6-19% シャブシャブスラリー 尼崎聞の急対同

（注〉スラリーアイスのBi君主には潟水やブラインを
使用し‘清水でI立製氷できません．

20～30軸

31%以よ

ヨ電勘性のある；積水 完全な冷却用

水氷分εL官を勘倉唱ん主がだえ微正い細． 保冷用

スラリーアイスの温度は~；夜に使用される潟水やブラインの濠鎗点より少し低い温度となリます．

司海水の場合、氷ヨミ度 20%で約 2.4℃

｛ヨ｝スラリーアイス童話漣装置の慢裏

スラリーアイスt:~強位の侵略は右図

の通りです．

スラリーアイスを製造するmHをアイ

スジェネレータと呼びます．アイスジェ

ネレータ！ま冷3軍機から冷媒が供総され

ており‘この冷銀でポンプで供給される

海水を冷却することで繊細な氷を発生

させ‘スラリーアイス出口より排出され

ま

斗J につ

スラリーアイス出ロ

アイスジェネレータIま二量管徳造をしており．外

管と内管の島車問に冷織を供鎗し．内官Eを流れる潟

水を冷却します．内管内部にはスクレーパーが怒

還されており、これか咽伝することにより内管内

逓で健生した徽鋪氷を海水中に取り込んでいます．

ジェネレータは、主主さが霊長くなるほど製氷能カが

大きくなります．長さは7タイプあり．復霊堂を連

結することも可能です．

スラリーアイスは、流動性がある上に接触したものから急速に熱を奪うことができる。

この特性を利用して、魚、だめにおいて、加T・冷凍のため一時保存される魚体を急速に
冷やし、冷凍までの鮮度落ちを防ぐ。計画船の操業する海域は、水温が比較的高い kに、
漁獲後は魚自身が持つ熱で温度が上がるため、これらの積極的な冷却に努める。
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取組記号 K, p 

刺身グレード等高鮮度付加価値製品製造と市場開発の取り組み

（従来製品形状）

遠洋底曳き網漁船では冷凍魚が作られる。パン立て凍結し、 袋がb

（クサカリツボダイの冷凍製品荷姿） （サイズのそろったキンメダイ製品）

（計画船で製造予定の製品形状例）
本船では、従来の方法ではパン立てして冷凍された魚をそのまま、もしくは袋がけして

製品化してきたのに対し、カートン詰めしたまま冷凍、製品化することで、作業の効率

化、高品質｛じをj主旨す予定である。

（カートン詰めした状態のクサカリツボダイ）
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天皇海山における漁獲努力量
近年の第5天州丸による天皇海山での年間漁獲努力量（曳網時間、単位・時間）。
3年の平均値は1104時間であった。

年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 B月 9月 10月 11月 12月

2008 。。。157 257 113 264 243 153 266 113 百
2009 。。。188 107 9 92 81 106 218 。。
2010 。。94 79 95 102 89 66 271 151 。。
合計 。。94 424 459 224 445 390 530 635 113 。
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各地域漁業機関の概要

天皇海山海域（北西太平洋）

天皇海山海域は、北西太平洋、ハワイ列島の北西からカムチャッカ半島に向かつて続
く海山群である。位置としてはおおよそ東経165度から175度、北緯30度から55度に広が
っている。海山ごとに日本の天皇の名前が付けられているが、とれはアメリカ人の学者
が命名したものである。

日本漁船は、遠洋底曳き網漁業および遠洋底刺し網漁業で、クサカリツボダイ、キン
メダイを主要対象魚種とした漁業を行っている。

この海域では2006年に採択された公海での底魚漁業管理に関する国連決議に基づき、
現在、地域漁業管理機関設立に向けて、準備作業が進められている。
現在の設立準備会合に出席している国々は、日本、中国、台湾、カナダ、フェロー諸
島、韓国、ロシア、アメリカである。

日本漁船は、この海域の自主的な資源管理として、全ての漁船に科学オブザーバーを
乗船させて資源管理に繋がる情報収集をしているほか、漁獲努力量を2割削減するため、
産卵期とされる11月、 12月を係船休漁するなど、さまざまな努力を重ねている。

SI OF A海域（インド洋）

SIOFA （南インド洋漁業条約）はインド洋を対象海域とした地域漁業管理機関である。
条約はまだ発効していないが、今夏にも発効するとの情報がある。

当該漁場における主要漁獲対象はキンメダイ、クサカリツボダイ、オキメダイであるロ
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八戸地域損業佐興プロジェケト検業複興計画書

（遠洋底曳き網漁業）

変更概要

資料3ー③



＜復興2年目（平成26年8月）以降の取り組みの変更について＞

主要漁場を天皇海山から南西インド洋に変更する。天皇海山の

クサカリツボダイの資源回復時には同海域での操業比重を増やす。

マ興計画の主対象魚槌である天皇海山のクサカリツボダイは、資源、変動が一」

きい。以前は、 10年に一度豊漁期が現れるとされてきたが、 2004年の豊漁期

後、 2010年、 2012年と豊漁が隔年で続いている状況にあり、実証期間中の資

源の回復が期待された。しかし、本復興計画の1年目、平成25年の操業では、

魚種組成のうちのクサカリツボダイが著しく復興計画作成時と比べて少なく

なる状況となった。

（平成23年 （2013年）までの天皇海山での水揚げ量。

漁獲量が多い年はクサカリツボダイの豊漁年） （ 

天皇海山水揚lず量
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（事業参加漁船による漁獲量全体に占めるクサカリツボダイの比率）

通常年、豊漁年と本年のクサカリツポダイ比率

平成18年一21年の平均 62'1も （通常年）

平成22年 96'1も （豊漁年）

本年平成26年（6月） 24°/o 

（復奥計画当初のクサカリツボダイの単価、比率と現状の比較）

H20-21年のクサカリツボダイ比率 69% 

クサカリツボダイ単価 約600円
その他魚種単価 約165円
漁獲物全体単価 約465円

本年6月水揚げ時クサカリツボダイ比率 24出
クサカリツボダイ単価（直近値） 約660円
その他魚種単価（直近i直） 約160円
漁獲物全体単価 約285円

天皇海山ではクサカリツボ、ダイが水揚げ金額の多くを占めている。復興計画

当初は実績をもとに、クサカリツボダイの単価約 600円、その他魚種単価約

165円、その魚種構成割合はクサカリツボダイ 69%、その他 23%として漁獲

量全体の単価は、キロあたり 465円を見込んだ。

しかし、事業開始後、直近（6月水揚げ）の天皇海山の漁獲物の実態は、クサ

カリツボダイが 24%、その他魚種が 76%で、平均想定漁獲物単価は約 285円

に落ら込む事態となった。この：魚種構成では、持続的・安定的な漁業経営が難

しいc

このため、復興計商の収益性改善の目標のうち、遠洋底曳き網漁業の持続

的・安定的操業を確立するために、従来の漁場である天皇海山に代わり、比較

的資源の安定している南西インド洋を主漁場に変更する。

ただし、新たな国際機関のもとでの権益を確保するために、天皇海山操業は

維持する。また、我が国遠洋j底曳き網様、業の主対象魚種であるクサカリツボダ

イの資源、状況及び漁模様に即して、天皇海山の操業比重を増やすなど、機動的

な操業を目指す。

計画変更後、天皇海山は年1回操業し、本年度の実績を元に、全漁獲物の平

均単価は、キロあたり 280円と見込む。ただし、クサカリツボダイの資源、凶

復の兆候が出てきた場合には、クサカリツボダイの比率が 9割、その他が 1

割になると考えられ、その際は、天皇海山で2回操業し、全魚種平均のキロ単

価は610円になるものと見込む。



【漁場利用比率の改善】

（復興計画当初 （平成24年 5月 11日付け中央協議会提出時の案）

天皇海山を 3航海、南西インド洋2航海を計画。

（復興計画変更後、 2年 目以降の案）

天皇海山を 1航海、南西インド洋4航海を計画。
（ 

〈



【収益性改善目標の変更】

(I）収益性改善の円標（平成24年 5月 11日付け中央協議会提出時）

（収入）、官司．，．， 
一~一『・. . ・， ...，，，，.. ＇、，，，..，，・‘、ー ’..

震災前の状況 復興1年回復興2年回復興3年回復興4年目復興5年目
水揚数量（kg) 1.271.873 1.780 000 1 780 000 1 780 000 1.780,000 1.780.000 
水場金 591目822 742.700 742.700 742,700 742,700 742.700 

（支出）

燃油代 158.172 221.245 227,882 234,718 241.759 249.012 
燃油量（kl) 2 793 2.977 2,977 2.977 2.977 2 977 
箱代 294 16.896 19.829 16,896 16.896 16.896 
漁具費 29.988 32.028 32.028 32.028 32.028 32,028 
人件費 171.696 175 569 175.569 175.569 178.913 178,913 
修理費 48 510 15 000 18.000 28.000 20.000 38 000 
販売費 30.870 36,681 36.681 36,681 36,681 36,681 
漁船保険料 6.174 21,262 18.246 14,921 15.327 14 963 
その他漁楊経費 20.532 20.170 20.170 20170 20 170 20.170 
コンァナ料 9.563 9 563 9 563 9 563 9.563 
一般管理費 32.673 43.754 38 597 38 237 37.877 37.517 

経費合計 498 909 592 168 596 565 606.783 609.214 633,743 

償却前利益 92.913 150.532 146.135 135,917 133.486 108 957 

(2）次世代船建造の見通し

償却前利益（135百万円）×次世代船建造までの年数（25年） ＞船価（30億円）

＠ 

(1）収益性改葬の目標（計画変更後の収支状況 ・赤字は変更点）

（収入）...司h・F 『．， ． 皐1立：水揚:ill:ld:k夏、 で(J）引
震災前の状況 復興1年目 復興2年目 復興3年目 復現4年目 得血5年目

水揚数量（kg) 1.271.873 1,780.000 2.058.400 2.058.400 2.058.400 2.058.400 
JI<揚金 591.822 742.700 760.352 760.352 760,352 760.352 

（支出）

燃油代 158 172 221.245 225.371 232.132 239,096 246.269 
燃油量（kl) 2.793 2.977 2.928 2.928 2.928 2,928 
錨代 294 16 896 19.829 19.829 19.829 19.829 
漁具費 29.988 32.028 32 028 32.028 32 028 32 028 
人件費 171.696 175,569 175.569 175,569 175.569 175.569 
修理費 48.510 15,000 18.000 28.000 20.000 38,000 
販売費 30,870 36.681 36.681 36 681 36 681 36 681 
漁船保険料 6.174 21 262 18.246 14 921 15 327 14.963 
その他~ffl経費 20.532 20.170 20.170 20.170 20.170 20,170 
コンテナ料 9.563 55 200 55.200 55.200 55.200 
一般管理費 32.673 43.754 38.597 38.237 37.877 37 517 

経費合計 498.909 592.168 639.691 652.767 651.777 676.226 

償却前利益 92.913 150,532 120.661 107.585 108.575 84.126 

(2）次世代船建造の見通し

償却前利益014白．万円）×次世代船建造までの年数（27年）＞船価 （30億円）

23ι笠2
2,977 
17.483 

~旦2
176.907 
23.800 
36.681 
16.944 
20.170 
9.563 
39,196 

232,823 
2.938 
19.242 

笠息怨
175.569 
23.800 
36.681 

笠島全
20.170 

坐』2
39.196 

114.296 



（天皇海山のクサカリツボダイ回復期）

天皇海山でクサカリツボダイ資源、が回復した兆候がある場合、天皇海山2航

海、南西イン ド洋3航海を計画する。その場合の運行計画は次のようになる。

公
十
一
正一
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一天
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八

収益状況は以下のようになると想定される。

(1）収益性改善の目標 （計画変更後、 ツボダイ回復時の参考収支状況 ・赤字は変更点）

（収入）、-司・， 司， 

震災前の状況

]J<t曇数量（kg) 1 271.873 
水揚金 591,822 

（支出）

燃油代 158.172 
燃油量（kl) 2.793 
箱代 294 
漁具費 29.988 
人件費 171.696 
修理費 48 510 
販売費 30.870 
漁船保険料 6.174 
その他漁傍経質 20.532 
コンテナ料
一般管理費 32,673 

経費合計 498.909 

償却前利益 92.913 

（ t単位；71'憤 :iii:IO.Kg、て VJ11

復興1年目 才貧血2年目 複輿3年目 復興4年目 復興5年目
1 780 000 1 816.800 1.816 800 1.816.800 1.816.800 
742.700 790.848 790.848 790.848 790.848 

221.245 225.793 233.597 240.605 247 823 
2.977 2.953 2 953 2.953 2.953 
16 896 17.502 17.502 17.502 17.502 
32.028 32.028 32.028 32,028 32.028 
175.569 175.569 175.569 175.569 175.569 
15 000 18.000 28 000 20.000 38 000 
36.681 36 681 36 681 36 681 36.681 
21.262 18,246 14,921 15 327 14,963 
20.170 20.170 20.170 20.170 20170 
9,563 36,800 36.800 36,800 36,800 
43,754 38,597 38,237 37.877 37 517 

592.168 619.386 633.505 632.559 657.053 

150 532 171.462 157.343 158.289 133.795 

…一問一誠一
一一組
鎧山
一鐙
一…
く(2）次世代船建造の見通し

償却前利益（154百万円）×次世代船建造までの年数（25年）＞船価 （30億円）
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